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高画質への挑戦。 
い ま 、 オ ル ソ シ ス テ ム の 汎 用 性 は レ ギ ュ ラ ー シ ス テ ム を 超 え る 。 

被曝線量の軽減と診断領域の拡大を追求する、サクラ^̂ V\/ハイオルソシ 

ステムは、いま新しくシャープな超高画質フィルムタイプム00をシリーズに加 

え、さらに充実しました。 

きタイプ 0̂0は粒状性の大幅な向上と、高い鮮銳性のため、標準レギュ 

ラーシステムと同等以上の高画質な写真特性をそなえていますので、胸 

部、四肢骨、断層を含むあらゆる撮影領域にすぐれた威力を発揮します。 

拳タイプ&00はカブりを押え、低澳度部の情報量を高め、さらに、高濃度 

部にかけてのコントラストを高く設計されていますのでテ？テールの描写力 

は非常にすぐれています。 

けィプム00は非常に診断のしゃすい青味をおびた、クリア一でシャ 

な写真が得られます。 

》スタチックが非常に発生しにくい設計のタイプム00は、X線カセッテレス 

テレビ装置、ん丁.などの機械搬送性にすぐれた適応性をそなえてい 

ます。 
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検
の
効
率
化
I受
診
者
の
募
集
 

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
I、
は
 

精
度
管
理
の
諸
問
題
で
、
シ
ン
 

ポ
ジ
ゥ
ム
形
式
の
討
論
と
い
う
 

こ
と
に
決
定
し
た
。
 

厚
生
連
 

自
主
活
動
を
強
化
 

全
国
厚
生
農
業
協
同
組
合
は
 

組
織
と
し
て
、
日
本
対
ガ
ン
協
 

会
に
つ
ぐ
胃
集
検
を
行
つ
て
い
 

る
が
、
こ
の
ほ
ど
パ
ン
フ
レ
ツ
 

ト
「
老
人
保
健
法
の
解
説
」
を
 

作
成
、
全
国
の
農
協
に
配
布
し
 

た
。
 

「
老
人
保
健
制
度
が
実
施
さ
 

れ
て
も
、
農
協
の
健
康
管
理
活
 

動
の
必
要
性
は
、
弱
ま
る
こ
と
 

は
な
い
」
と
、
役
員
、
組
合
員
 

に
訴
え
て
い
る
。
 

胃
集
検
の
精
度
管
 

理
方
法
の
検
討
が
当
 

地
方
会
作
業
班
で
進
 

め
ら
れ
て
お
り
、
い
 

よ
い
よ
、
機
器
、
材
 

料
、
技
術
の
あ
り
方
に
及
ん
で
 

き
た
。
老
人
保
健
法
に
よ
る
胃
 

集
検
の
量
的
拡
大
が
、
質
の
低
 

下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
と
懸
念
 

さ
れ
る
昨
今
、
胃
X線
撮
影
に
 

つ
い
て
そ
の
あ
り
方
が
検
討
さ
 

れ
る
こ
と
は
、
時
期
を
得
て
い
 

る
と
い
え
る
。
 

高
画
質
、
低
被
曝
を
標
榜
す
 

る
I

 ，

 I
間
接
装
置
、
適
正
な
 

濃
度
粘
度
の
バ
リ
ウ
ム
、
適
量
 

の
発
泡
剤
、
階
調
性
の
よ
い
 

フ
ィ
ル
ム
、
充
分
に
訓
練
さ
れ
 

た
胃
X線
撮
影
技
師
等
、
い
い
 

仕
事
を
し
て
い
く
環
境
条
件
は
 

す
ぐ
に
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
 

昨
年
行
な
わ
れ
た
胃
集
検
放
 

射
線
装
置
等
実
態
調
査
(
村
西
 

班
)
の
報
告
で
は
、
関
東
甲
信
 

越
地
域
に
は
約
一
一
百
台
の
胃
集
 

検
車
が
稼
動
し
て
お
り
、
そ
の
 

う
ち
昭
和
五
十
年
以
前
に
購
入
 

さ
れ
た
も
の
は

冗̂
を
越
す
と
 

い
う
0
 

こ
れ
ら
の
古
い
機
器
は
い
く
 

ら
入
念
に
整
備
を
施
し
て
も
自
 

づ
と
そ
の
限
界
が
あ
る
。
古
い
 

機
器
が
野
放
し
に
稼
動
し
て
い
 

く
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
営
々
と
 

し
て
積
み
上
げ
て
き
た
信
頼
を
 

一
気
に
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
 

恐
れ
が
あ
る
。

 
(車
) 

3
 

國
 

0
 

二
月
一
日
老
人
保
健
法
が
実
施
さ

1̂̂
生
省
の
策
定
し
た
昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
概
要
と
予
 

算
額
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
胃
集
検
関
係
は
受
診
対
象
人
員
が
三
百
八
十
四
万
四
千
人
、
 

予
算
額
は
三
0
億
四
千
万
円
。
胃
が
ん
検
診
車
整
備
は
二
十
三
台
、
三
億
四
百
七
十
一
万
三
千
円
。
 

そ
の
他
都
道
府
県
に
設
け
ら
れ
る
成
人
病
管
理
指
導
事
業
費
、
成
人
病
検
診
従
事
者
研
修
費
な
ど
が
 

主
な
る
も
の
で
あ
る
。
納
得
で
き
る
予
算
額
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
三
〇
冗
一
千
万
検
診
へ
の
第
 

一
歩
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
。
 

検
診
体
制
の
確
立
は
 

基
盤
の
整
備
が
急
務
 

胃
集
検
の
法
制
化
は
、
胃
集
 

検
関
係
者
の
長
年
の
願
望
で
 

あ
つ
た
が
、
老
人
保
健
法
の
保
 

健
事
業
の
一
環
と
い
う
形
で
実
 

現
し
た
。
国
の
事
業
と
予
算
の
 

骨
格
が
確
定
し
て
み
る
と
、
宿
 

願
達
成
の
喜
び
と
同
時
に
、
厚
 

生
省
が
揚
げ
た
昭
和
六
十
一
年
 

ま
で
の
五
力
年
で
、
四
〇
歳
以
 

上
の
対
象
者
の
三
〇
冗
、
一
千
 

万
人
検
診
実
施
体
制
確
立
へ
の
 

課
題
が
、
多
く
問
題
点
を
明
ら
 

か
に
し
な
が
ら
俄
に
浮
上
し
克
 

服
を
迫
つ
て
き
た
。
 

実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
 

対
応
す
る
人
員
の
確
保
、
予
算
 

計
上
に
ど
れ
だ
け
の
熱
意
と
理
 

解
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
 

多
種
多
様
の
実
施
機
関
が
、
 

ど
の
よ
う
な
協
調
を
示
す
か
。
 

受
診
者
が
老
人
保
健
法
の
保
健
 

事
業
を
理
解
し
、
胃
集
検
の
受
 

診
率
を
高
め
て
く
れ
る
か
。
 

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
実
施
機
 

関
を
直
撃
す
る
胃
が
ん
検
診
料
 

金
一
つ
を
と
つ
て
も
問
題
は
深
 

刻
と
い
え
よ
う
。
厚
生
省
が
定
 

め
た
基
準
単
価
、
集
団
検
診
(検
 

診
車
)
二
、

 二
五
八
円
。
保
健
 

所
一
、
六
一
九
円
。
医
療
機
関
、
 

間
接
撮
影
〔
一
括
方
式
)
三
、
 

八
七
三
円
。
直
接
撮
影
〖
一
括
 

方
式
)
六
、
三
九
三
円
。
直
接
 

撮
影
(
個
別
方
式
)
七
、
九
九
 

一
円
を
め
ぐ
つ
て
、
す
で
に
議
 

論
百
出
の
観
が
あ
る
。
 

基
準
単
価
は
即
、
検
診
料
金
 

な
の
か
。
従
来
の
検
診
料
金
と
 

比
較
し
て
高
い
の
か
、
安
い
の
 

か
。
標
準
検
診
料
の
検
討
さ
え
 

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
現
状
で
 

は
問
題
の
根
は
深
い
と
い
わ
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
す
る
 

検
診
料
金
が
胃
集
検
の
質
を
左
 

右
し
か
ね
な
い
危
険
性
さ
え
孕
 

ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
 

老
人
保
健
法
実
施
を
契
機
に
胃
 

集
検
推
進
の
基
盤
整
備
に
総
力
 

を
傾
け
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
 

「
胃
集
検
の
手
引
き
」
 

の
無
料
配
付
が
好
評
 

老
入
保
健
法
に
よ
っ
て
胃
集
 

検
が
法
制
化
さ
れ
、
精
度
管
理
 

の
強
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
現
 

状
に
鑑
み
、
本
会
は
栃
木
県
が
 

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
小
平
正
所
長
 

が
作
成
し
た
「
胃
集
団
検
診
の
 

手
引
き
」
を
八
，
8会
員
に
、
 

「
同
補
遺
，
造
影
剤
及
び
そ
の
 

投
与
法
等
に
つ
い
て
」
を
八
会
 

員
に
参
考
費
料
と
し
て
無
料
配
 

付
し
た
。
 

こ
の
資
料
は
小
平
所
長
の
好
一
 

意
に
よ
り
、
印
刷
実
費
で
提
供
 

さ
れ
た
も
の
で
、
配
付
後
、
研
 

修
資
料
と
し
て
活
用
し
た
い
の
 

で
と
、
追
加
配
付
申
込
み
が
寄
 

せ
ら
れ
る
ほ
ど
好
評
で
あ
っ
た
。
 

第
？
5回
地
方
会
あ
 

主
題
決
ま
る
 

第
一
一
十
六
回
関
東
甲
信
越
地
 

方
会
は
、
九
月
十
六
日
(
金
) 

大
宮
市
民
会
館
で
、
埼
玉
県
医
 

師
会
長
.埼
玉
県
対
が
ん
協
会
 

長
福
島
茂
夫
会
長
の
も
と
に
開
 

催
さ
れ
る
が
、
主
題
は
出
胃
集
 

精
度
管
理
第
2弾
 

精
密
検
査
基
準
で
き
る
 

胃
集
検
の
精
度
管
理
基
準
の
 

中
核
を
な
す
「
精
密
検
査
の
精
 

度
管
理
」
の
策
定
は
、
本
会
実
 

施
機
関
部
会
精
度
管
理
研
究
班
 

が
、
昨
年
七
月
一
一
十
一
日
以
来
 

0
 

8
 5

 
3
 

視

点
 

本

会

世

話

人

代

表
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長
 

市
川
平
一
 

老
人
保
健
法
の
保
健
事
業
の
一
 

環
と
し
て
、
胃
集
検
の
年
間
の
検
 

診
数
を
五
力
年
(
昭
和
六
，
一
年
) 

を
目
途
に
、
四
〇
歲
以
上
の
対
象
 

者
の
三
〇
を̂
行
い
た
い
、
と
厚
 

生
省
が
打
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
 

多
く
の
議
論
を
耳
に
す
る
。
 

胃
集
検
実
施
機
関
の
担
当
者
か
 

ら
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
町
村
 

の
担
当
者
、
時
に
は
胃
集
検
を
研
 

究
対
象
に
し
て
い
る
学
者
の
専
門
 

的
、
解
析
的
な
意
見
を
き
か
さ
れ
 

る
こ
と
も
あ
る
。
 

「
厚
生
省
の
掲
げ
た
目
標
の
達
 

成
は
無
理
だ
」
と
の
声
が
圧
到
的
 

に
多
い
。
中
に
は
ご
丁
寧
に
も
「
厚
 

生
省
自
身
が
目
標
を
本
気
で
達
成
 

で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
 

は
な
い
か
」
と
付
！
3す
る
も
の
も
 

い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
ご
意
見
に
接
す
た
 

び
に
感
ず
る
の
は
、
せ
っ
か
く
掲
 

げ
た
目
標
の
達
成
に
対
し
て
前
向
 

き
に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
て
、
 

悲
感
的
、
否
定
的
な
態
度
を
示
す
、
 

い
か
に
も
日
本
人
的
な
発
想
だ
と
 

言
う
こ
と
で
あ
る
。
 

や
す
や
す
と
達
成
で
き
る
よ
う
 

な
目
標
な
ら
、
改
め
て
掲
げ
る
こ
 

と
も
な
か
ろ
う
。
目
標
達
成
に
困
 

難
を
伴
う
か
ら
、
努
力
す
る
こ
と
 

に
生
甲
斐
も
喜
び
も
感
じ
ら
れ
る
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

も
し
、
三
〇
冗
集
検
、
つ
ま
り
 

一
千
万
人
集
検
が
達
成
で
き
た
ら
、
 

約
一
万
人
の
胃
が
ん
患
者
が
発
見
 

さ
れ
、
そ
の
う
ち
七
千
人
が
救
命
 

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
い
や
、
地
方
会
 

レ
ベ
ル
で
綿
密
に
調
査
し
た
ら
、
 

一
万
人
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
も
 

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
的
に
 

は
目
立
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
 

わ
た
く
し
の
眼
に
は
実
に
素
晴
ら
 

し
い
成
果
だ
と
映
る
。
 

胃
集
検
の
評
価
に
は
、
学
問
的
 

側
面
も
あ
れ
ば
、
経
済
的
な
側
面
 

も
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
う
は
 

「
救
命
」
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
は
 

な
い
か
。
そ
う
は
言
っ
て
も
世
の
 

中
に
は
、
評
価
の
意
味
を
理
路
整
 

然
と
説
明
し
な
い
と
納
得
し
な
い
 

向
き
も
あ
る
。
 

こ
こ
か
ら
、
「
な
ぜ
三
〇
冗
集
検
 

な
の
か
」
の
問
題
も
で
て
く
る
。
 

子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
率
の
低
下
と
 

検
診
数
の
関
係
を
、
長
年
に
わ
た
つ
 

て
調
べ
た
諸
外
国
の
報
告
で
は
、
 

そ
の
地
域
の
三
〇
歲
以
上
の
全
婦
 

人
の
三
〇
冗
検
診
を
行
っ
た
場
 

合
、
明
ら
か
に
頸
が
ん
死
亡
率
が
 

低
下
す
る
よ
う
で
あ
る
し
、
効
率
 

的
に
は
三
三
冗
で
あ
る
と
の
主
張
 

も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
報
告
を
基
準
に
す
る
 

と
胃
集
検
の
場
合
に
は
や
正
直
に
 

言
え
ば
四
〇
冗
、
あ
る
い
は
五
〇
^ 

集
検
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
 

一
挙
に
こ
の
よ
う
な
高
い
目
標
を
 

淳
て
も
無
理
な
の
で
、
控
え
目
 

に
三
〇
冗
集
検
が
打
出
さ
れ
た
こ
 

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

こ
の
目
標
。
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
 

う
か
が
、
ま
た
胃
集
検
を
老
人
保
 

健
法
に
よ
っ
て
国
の
施
策
に
取
り
 

上
げ
た
こ
と
の
評
価
を
定
め
る
重
 

要
な
試
金
石
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
 

目
標
達
成
に
は
多
く
の
困
難
の
あ
 

る
こ
と
は
十
分
承
知
の
上
で
、
三
 

〇
冗
集
検
へ
の
困
難
な
因
子
を
ひ
 

と
つ
ひ
と
つ
克
服
し
て
、
目
標
達
 

成
に
努
力
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
。
 

五
回
の
班
会
議
で
慎
重
に
審
議
 

を
重
ね
て
き
た
が
、
十
一
一
月
一
 

日
成
案
を
得
た
。
 

こ
れ
は
「
胃
集
検
組
織
の
精
 

度
管
理
」
に
つ
づ
く
も
の
で
、
 

：
!：
間
接
X線
写
真
読
影
の
診
断
 

基
準
、
3；
精
度
管
理
機
構
、
3
 

胃
集
検
協
医
療
機
関
の
登
録
、
 

協̂
力
医
療
機
関
の
登
録
参
加
 

条
件
、

精̂
度
管
理
の
方
法
を
 

も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

今
後
、
胃
集
検
の
規
模
が
ま
 

す
ま
す
拡
大
す
る
状
況
か
ら
み
 

て
、
精
密
検
査
を
が
ん
発
見
率
 

の
高
い
専
門
施
設
に
限
定
す
る
 

こ
と
は
不
可
能
に
な
る
の
で
、
 

よ
り
多
く
の
医
療
機
関
、
実
地
 

医
家
が
容
易
に
参
加
で
き
、
I
 

か
も
全
体
と
し
て
質
的
高
水
準
 

を
維
持
す
る
効
果
を
期
待
し
て
、
 

現
状
に
お
い
て
実
施
可
能
と
考
 

え
ら
れ
る
「
精
密
検
査
の
精
度
 

管
理
」
と
し
て
提
案
さ
れ
た
4
 

の
で
あ
る
。
(概
要
は
一
一
面
) 

胃
集
検
の
精
度
管
理
は
、
ム
 

ら
に
「
放
射
線
装
置
等
の
精
度
 

管
理
」
を
付
加
さ
れ
、
「
胃
集
検
 

に
お
け
る
精
度
管
理
の
手
引
き
」
 

と
し
て
九
月
頃
に
刊
行
さ
れ
る
 

見
込
。
 

財
政
強
化
に
財
務
委
設
置
 

本
会
で
は
事
業
の
拡
充
に
備
 

え
て
財
政
の
強
化
を
は
か
る
た
 

め
財
務
委
員
会
を
設
置
し
、
一
 

月
一
一
十
曰
第
一
回
委
員
会
を
開
 

催
、
財
政
面
か
ら
本
会
運
営
の
 

基
本
方
針
を
協
議
、
二
月
三
日
 

財
務
諸
表
を
徹
底
的
検
討
し
た
 

；
水
田
巌
委
員
の
「
昭
和
五
十
八
 

年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
改
善
 

試
案
」
を
中
心
に
協
議
検
討
し
 

事
業
原
資
の
確
保
と
円
滑
な
運
 

営
へ
の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
 

と
し
た
。
 

委
員
は
次
の
通
り
。
 

(
委
員
長
)
若
狭
勝
太
郎
.
東
 

京
都
医
師
会
理
事
、
(
委
員
)
志
 

賀
信
雄
，
栃
木
県
保
健
衛
生
事
 

業
団
理
事
長
、
笹
川
道
三

国̂
 

立
が
ん
セ
ン
タ
︱
医
長
、
前
沢
 

朝
信
，
千
葉
県
対
が
ん
協
会
事
 

務
局
長
、
永
田
巌
，
埼
玉
県
対
 

が
ん
協
会
事
務
局
長
。
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(別表） 間接X線写真読影の診断基準 

診断基準 所 見 指 示 清 検 方 法 

0 読影不能 再撮影又は精検 精検の場合3に準ずる 

1 異常なし 精検不要 

2 軽度の異常 精検不要 
(又は柽過観察） 

3 病変の存在を疑わせる 精 検 
X線又は内視鏡もしくは両者 
併用 

4 病変確実 必ず精検 
X線，内視鏡を併用 

5 悪性病変であることの診断可能 至急精検 

X線，内視鏡を併用 

注し 診断基準0 

0 - 1 

0 - 2 

診断基準1 

診断基準2 

診断基準3 

診断基準4 

診断基準5 

：間接X線写真の読影が不能であるもの。これは以下のごとく亜分類 

することも可能である。 

：撮影条件の不良による読影不能（例：露出不足，カプリ，破損フィ. 

ルムなど） 

：それ以外の原因による読影不能（例：食餌残渣，空気不足，甚しい 

造影剤の重なり，多量の気泡の存在，吻合胃，切除胃など） 

：全く異常を認めないもの。 

：軽度の変化を認めても，必ずしも病変の存在を期待しないもの。（例： 

軽度の胃角開大，裂口ヘルニア，軽度の瀑状胃など。）ただし念のた 

め精検を指示する場合は診断基準3として取り扱う。診断基準2は 

精検を要するとは考えられないもののみを指すが，経過観察として 

再検査を指示してもよい。 

：良性，悪性を問わず病変の存在を疑わせる所見を呈するもの。精検 

方法としてはX線，内視鏡のどちらを先行させてもよいが，小病変 

はこのグループにもっとも多く含まれている可能性があるので，慎 

重な検査が望ましい。 

：良性，悪性を問わず，病変の存在を確実に指適できるもので，必ず！ 

精検をうけるよう，特別に強力な指示を必要とする。 

：間接X線写真上ですでに悪性病変であることが診断できるもので， 

実際には進行癌を指すことが大部分であると解してよい。従って， 

このような症例は通常の事務的処理を待たずに，至急精検をうけさ 

せるような通知態勢をとること。 

上記診断基準4と5は，精検に際して，X線と内視鏡検査を併用することとし， 

また一見して明らかな進行癌を除き，できる限り生検を施行すること。 

実施主体または実施機関が要精検者を外部の精密検査医療機関に付託する際は， 

必ず診断基準を明記した検査依頼書あるいは間接X線写真を添付すること。 

厚生省 

じ
て
行
う
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
 

業
を
実
施
す
る
た
め
の
機
構
(精
 

度
管
理
委
員
会
)
を
設
置
す
る
 

必
要
が
あ
る
。
(
以
下
略
) 

要̂
員
の
構
成
(略
) 

精̂
度
管
理
委
員
会
の
 

業
務
(
略
) 

夂
胃
集
検
協
力
医
療
 

機
関
の
登
録
(
略
) 

協̂
力
医
療
機
関
の
 

登
録
参
加
条
件
 

ィ
、
X線
直
接
撮
影
に
関
し
 

て

(
略

) 

口
、
内
視
鏡
検
査
及
び
生
検
 

に
関
し
て
(
略
) 

ハ
、
間
接
X線
写
真
の
読
影
 

に
関
し
て
(
略
) 

二
、
発
見
胃
が
ん
に
関
す
る
 

報
告
の
義
務
(
略
)
 

ホ
、
胃
集
検
症
例
検
討
会
、
 

研
修
会
等
へ
の
出
席
(
略
) 

へ
、
各
種
学
会
等
へ
の
参
加
 

(
略
)
 

以
上
参
加
条
件
の
う
ち
、
ィ
、
 

口
、

 
二
の
三
項
目
は
登
録
の
た
 

め
の
義
務
的
事
項
と
す
る
。
そ
 

の
他
に
関
し
て
は
、
精
度
管
理
 

委
員
会
が
実
状
に
応
じ
て
診
断
 

の
基
準
を
設
定
す
る
。
 

精̂
度
管
理
の
方
法
 

ィ
、
胃
集
検
症
例
検
討
会
 

胃
集
検
協
力
医
療
機
関
よ
り
 

自
験
例
の
提
出
を
求
め
て
実
施
 

す
る
。
検
討
会
の
主
催
、
規
模
、
 

回
数
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
 

精
度
管
理
委
員
会
が
医
師
会
、
 

IIミ
ー
靈
靈
垂
暴
至
置
謹
一
謹
 

チ
以
上
、
被
曝
線
量
低
減
の
た
 

め
I，
I方
式
が
望
ま
し
い
。
 

枚
数
は
最
低
六
枚
、
撮
影
体
位
 

及
び
方
法
は
日
本
消
化
器
集
検
 

学
会
の
方
式
、
造
影
剤
は
適
切
 

な
濃
度
と
副
作
用
等
の
事
故
に
 

注
意
を
指
示
し
て
い
る
。
 

実
施
機
関
に
対
し
て
は
消
集
 

検
学
会
の
定
め
に
精
度
管
理
を
 

行
う
こ
と
と
、
X線
写
真
を
三
 

年
以
上
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
義
務
づ
け
て
い
る
。
 

こ
の
実
施
要
領
に
示
さ
れ
て
 

い
る
の
は
、
今
後
の
胃
集
検
を
 

推
進
す
る
骨
格
で
、
細
目
は
い
 

ず
れ
、
胃
集
検
マ
二
ュ
ア
ル
と
 

し
て
示
さ
れ
る
ら
し
い
。
 

こ
の
実
施
要
綱
と
実
施
要
領
 

は
老
人
保
健
法
に
基
く
地
域
；
！
4
 

実
施
機
関
、
行
政
(
保
健
所
) 

等
と
協
議
し
、
参
加
者
の
出
席
 

の
便
宜
を
考
慮
し
て
企
画
す
る
。
 

(
略
) 

提
出
症
例
は
、
間
接
X線
写
 

真
診
断
基
準
4及
び
5に
関
す
 

る
精
検
症
例
の
ほ
か
、
精
検
医
 

が
興
味
を
抱
き
、
ま
た
問
題
意
 

識
を
も
つ
症
例
等
、
参
加
者
の
 

自
由
裁
量
に
よ
る
症
例
と
し
、
 

そ
の
他
精
度
管
理
委
員
会
が
提
 

供
す
る
症
例
も
含
む
こ
と
と
す
 

る
。
(
略
) 

口
、
研
修
会
 

(
略
)
 

1、
講
義
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
 

作
成
と
実
施
 

精
度
管
理
委
員
会
は
、
講
義
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
あ
ら
か
じ
め
 

作
成
し
、
一
定
の
計
画
に
基
い
 

て
実
施
す
る
。
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
以
下
の
主
 

題
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

出
消
化
管
X
線
検
査
技
法
 

〔
X
線
写
真
の
良
否
) 

(
略
) 

3
胃
が
ん
の
予
防
対
策
(
分
 

子
遺
伝
学
、
変
異
誘
発
物
 

質
、
免
疫
、
行
政
対
策
な
 

ど
一
次
予
防
対
策
に
関
連
 

す
る
知
識
を
含
む
) 

自̂
己
診
断
テ
ス
ト
の
作
成
 

(
略
) 

ハ
、
精
度
管
理
委
員
会
の
そ
 

の
他
の
業
務
 

胃̂
集
検
協
力
医
療
機
関
に
 

対
す
る
助
言
と
勧
告
 

②
集
検
精
度
の
検
定
値
の
検
 

討

(
略

) 

三
I一
三
三
III 

民
を
対
象
と
し
た
胃
集
検
の
ぁ
 

り
方
を
示
し
て
い
る
が
、
胃
集
 

検
の
社
会
的
責
任
を
考
え
る
 

と
、
当
然
職
域
集
検
に
も
準
用
 

さ
れ
る
べ
き
も
の
あ
ろ
う
。
 

I厚
生
省
の
保
健
事
業
の
一
 

一
実
施
要
網
と
実
施
要
領
 

を
実
費
領
布
 

一
全
文
を
掲
載
し
た
老
人
 

I保
健
法
の
保
健
事
業
実
施
I 

一
要
綱
と
実
施
要
領
の
合
本
一
 

を
実
費
領
布
し
ま
す
。

 ̂

一
本
会
事
務
局
へ
一
部
一
 

お
三
百
円
，
送
料
二
百
円
計
 

一
五
百
円
お
送
り
下
さ
い
。
 

一
ご
送
金
は
郵
便
振
替
で
。
一
 

精
密
検
査
の
精
度
管
理
は
、
 

拡
大
す
る
胃
集
検
を
展
望
し
、
 

よ
り
多
く
の
医
療
機
関
、
実
地
 

医
家
の
参
加
を
容
易
に
す
る
こ
 

と
と
、
X線
写
真
の
読
影
や
精
 

密
検
診
を
委
託
さ
れ
る
協
力
医
 

療
機
関
の
診
断
水
準
の
質
の
維
 

持
ま
で
も
包
括
し
て
、
現
状
に
 

お
い
て
実
現
可
能
と
考
え
ら
れ
 

る
精
密
検
査
の
精
度
管
理
方
式
 

を
提
案
し
た
も
の
で
、
概
要
は
 

次
の
通
り
。
 

1：
間
接
X線
写
真
読
 

影
の
診
断
基
準
 

現
在
の
胃
集
検
で
は
、
一
次
 

検
診
(
問
接
X
線
検
査
)
の
要
 

精
検
率
は
一
〇
冗
か
ら
三
〇
％
 

と
種
々
あ
る
が
、
多
く
は
一
五
冗
 

内
外
に
集
中
し
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
は
、
間
接
X線
写
 

真
の
読
影
に
対
す
る
診
断
基
準
 

が
、
各
地
で
足
並
み
を
揃
え
つ
 

つ
あ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
診
 

断
基
準
を
統
一
す
る
こ
と
は
、
 

精
度
管
理
上
の
検
定
値
の
比
較
 

検
討
や
診
新
能
力
に
対
す
る
論
 

点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
共
 

通
用
語
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
 

別
表
に
示
し
た
も
の
は
、
現
 

在
各
地
で
用
い
ら
れ
て
い
る
診
 

断
基
準
を
比
較
参
照
し
、
集
検
 

事
務
処
理
上
の
便
も
考
慮
に
入
 

れ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

各
診
断
基
準
に
お
け
る
精
検
 

方
法
の
指
示
を
定
め
て
あ
る
の
 

で
、
精
度
管
理
を
実
施
す
る
に
 

あ
た
っ
て
は
、
こ
の
診
断
基
準
 

を
統
一
的
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
 

希
望
す
る
。
 

精̂
度
管
理
委
員
会
の
設
置
 

精
密
検
査
の
精
度
管
理
は
、
 

精
密
検
査
を
委
託
す
る
医
療
機
 

関
(
胃
集
検
協
力
医
療
機
関
と
 

称
す
る
)
の
登
録
と
研
修
、
集
 

検
精
検
症
例
の
検
討
な
ど
を
通
 

要
綱
等
部
長
通
達
 

事
業
内
容
は
：
：
：
成
人
病
管
理
 

指
導
協
議
会
の
設
置
と
運
営
、
 

II成
人
病
検
診
従
事
者
指
導
講
 

習
会
の
開
催
、
曰
成
人
病
検
診
 

従
事
者
研
修
会
の
開
催
で
あ
る
 

が
、
さ
ら
に
成
人
病
(
が
ん
，
 

脳
卒
中
)
登
録
が
加
え
ら
れ
る
 

模
様
で
あ
る
。
 

指
導
協
の
構
成
は
、
胃
が
ん
 

部
会
、
子
宮
が
ん
部
会
、
循
環
 

器
疾
患
等
部
会
の
三
部
会
で
、
 

胃
が
ん
部
会
の
構
成
は
、
保
健
 

所
、
医
師
会
、
日
本
消
化
器
集
 

団
検
診
学
会
等
に
所
属
す
る
学
 

識
経
験
者
、
診
療
放
射
線
技
師
 

等
と
な
つ
て
お
り
構
成
人
員
は
 

明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
老
人
 

保
健
主
管
課
長
会
議
で
は
構
成
 

人
員
は
七
名
、
県
保
健
所
三
名
、
 

そ
の
他
は
前
記
に
関
係
団
体
を
 

加
え
て
各
一
名
と
説
明
し
て
い
 

胃
が
ん
部
会
の
運
営
は
、
胃
 

集
検
の
効
果
や
効
率
を
評
価
 

し
、
そ
れ
に
基
く
検
診
実
施
方
 

法
の
検
討
、
実
施
機
関
の
精
度
 

管
理
状
況
を
把
握
す
る
た
め
X
 

線
写
真
の
良
否
判
定
、
読
影
の
 

体
制
、
読
影
医
師
及
び
放
射
線
 

技
師
の
人
員
、
撮
影
装
置
の
耐
 

用
年
数
等
に
つ
い
て
の
評
価
に
 

よ
る
精
度
管
理
の
あ
り
方
の
検
 

討
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
実
 

施
機
関
の
実
地
調
査
を
行
う
と
 

し
、
こ
れ
ら
の
審
議
結
果
は
都
 

道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
も
の
 

と
す
る
と
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
 

る
。
 

胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
は
 

医
師
と
放
射
線
技
師
に
分
か
れ
 

て
お
り
、
講
習
科
目
も
明
示
さ
 

れ
て
い
る
。
参
加
資
格
は
保
健
 

所
、
医
療
機
関
、
検
診
実
施
機
 

関
等
で
現
に
成
人
病
検
診
に
従
 

事
し
て
い
る
医
師
、
放
射
線
技
 

師
。
受
講
人
員
は
そ
れ
ぞ
れ
十
 

名
程
度
。
期
間
は
一
日
、
回
数
 

は
年
間
十
一
一
回
程
度
と
な
っ
て
 

い
る
。
 

2

 
3
 

注

注
 

|1ニ
ー
三
三
三
三
…
三
一
三
三
I 

な
お
、
こ
の
実
施
要
綱
で
は
 

講
習
対
象
に
し
て
い
な
い
が
、
 

胃
集
検
の
受
診
者
啓
蒙
か
ら
事
 

後
指
導
ま
で
を
担
当
し
て
い
る
 

保
健
婦
及
び
企
画
、
運
営
、
予
 

算
等
を
担
当
し
て
い
る
事
務
職
 

員
の
講
習
も
ぜ
ひ
行
う
べ
き
で
 

あ
る
と
の
要
望
の
強
い
こ
と
を
 

付
記
し
て
お
き
た
い
。
 

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
、
こ
 

の
保
健
事
業
実
施
要
領
は
、
昭
 

和
四
十
四
年
の
厚
生
省
公
衆
衛
 

生
局
長
通
知
「
が
ん
予
防
対
策
 

要
綱
」
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
 

た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

胃
が
ん
検
診
の
検
診
項
目
は
 

問
診
と
胃
X線
撮
影
。
X線
撮
 

影
は
原
則
と
し
て
間
接
撮
影
と
 

し
、
フ
ィ
ル
ム
は
7X7セ
ン
 

厚
生
省
は
老
人
保
健
法
に
よ
 

る
保
健
事
業
の
健
康
診
查
管
理
 

指
導
事
業
実
施
要
綱
を
一
月
十
 

三
日
付
で
、
保
健
事
業
実
施
要
 

領
を
一
月
1一
十
六
日
付
で
各
都
 

道
府
県
知
事
に
公
衆
衛
生
局
老
 

人
保
健
部
長
名
で
通
達
し
た
。
 

X

X

X
 

健
康
診
查
管
理
指
導
事
業
実
 

施
要
綱
は
、
保
健
事
業
推
進
の
 

新
方
式
と
し
て
注
目
を
集
め
て
 

い
る
、
所
謂
各
都
道
府
県
に
設
 

け
ら
れ
る
成
人
病
管
理
指
導
協
 

議
会
の
設
置
と
運
営
の
方
法
を
 

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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I丄はメタルの時代で、 1； 

で
す
。
胃
集
検
が
社
会
的
使
命
 

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
 

て
の
胃
集
検
が
本
来
も
っ
て
い
 

る
可
能
性
を
完
全
に
発
揮
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
要
 

請
は
胃
集
検
が
現
在
の
よ
う
に
 

全
国
的
に
膨
大
な
社
会
資
本
に
 

よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
以
上
、
当
然
の
こ
と
で
 

あ
り
ま
し
ょ
う
。
本
地
方
会
に
 

実
施
機
関
部
会
が
設
置
さ
れ
、
 

精
度
管
理
が
そ
の
事
業
と
し
て
 

採
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
 

よ
う
な
現
状
認
識
に
基
く
も
の
 

で
す
。
 

精
度
管
理
と
は
も
と
も
と
生
 

産
工
学
上
の
言
葉
で
す
。
最
高
 

の
品
質
を
維
持
す
る
た
め
に
、
 

生
産
工
程
の
す
べ
て
を
厳
格
に
 

点
検
管
理
す
る
作
業
の
こ
と
で
 

す
。
胃
集
検
の
精
度
は
癌
発
見
 

率
、
と
く
に
救
命
癌
発
見
率
で
 

あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
に
は
異
論
も
あ
る
で
し
ょ
 

う
が
、
胃
癌
対
策
と
し
て
社
会
 

か
ら
使
命
を
課
せ
ら
れ
た
胃
集
 

検
と
い
う
立
場
で
は
、
こ
う
定
 

義
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
癌
発
 

見
率
に
影
響
す
る
因
子
は
い
う
 

握
は
困
難
で
あ
る
。
 

第
四
次
悪
性
新
生
物
実
態
調
 

查
に
よ
る
と
、
受
診
率
の
該
当
 

年
齢
に
対
す
る
カ
バ
〜
率
は
一
 

九
七
八
年
で
胃
癌
四
^
八
冗
で
 

ほ
？
!̂ば
ハ
こ
，
.？
つ
て
ハ
る
。
 

都
道
府
県
別
に
カ
バ
ー
率
を
 

み
る
と
、
胃
癌
検
診
で
は
一
，
 

五
〜
一
三
，
七
お
と
地
域
に
 

よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
認
め
ら
 

れ
る
。
 

集
団
検
診
に
よ
る
癌
発
見
率
 

は
一
九
八
〇
年
で
胃
癌
〇
，
〇
 

九
三
X
、
一

 九
七
五
年
で
は
 

〇
，
一
〇
 
一
X
で
あ
り
低
下
の
 

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
 

第
四
次
悪
性
新
生
物
実
態
調
 

査
に
よ
る
全
国
の
推
計
罹
患
者
 

数
を
み
る
と
一
九
七
五
年
で
胃
 

癌
六
七
、
二
六
〇
人
、
同
年
の
 

都
道
府
県
で
の
集
団
検
診
に
よ
 

る
癌
発
見
者
数
は
胃
癌
二
、
八
 

〇
四
人
、
患
者
数
に
占
め
る
割
 

合
は
四
，
！
一
冗
で
、
罹
患
者
の
 

受
診
動
機
を
み
る
と
、
集
団
検
 

診
に
よ
る
も
の
は
胃
癌
で
は
 

三
，
九
Xで
あ
っ
た
。
 

胃
癌
の
場
合
、
要
精
検
率
は
 

一
五
.五
X、
そ
の
う
ち
七
一
，
 

ま
で
も
な
く
間
接
V̂
影̂
、
 

間
接
X線
読
影
、
精
密
検
査
等
 

の
各
技
術
水
準
で
す
が
、
更
に
 

こ
れ
ら
す
ベ
て
を
効
率
よ
く
運
 

営
す
る
組
織
全
体
の
管
理
技
術
 

が
開
発
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
 

せ
ん
。
そ
れ
が
と
り
も
直
さ
ず
 

精
度
管
理
で
あ
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
現
在
の
胃
集
検
は
 

前
述
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
立
脚
 

条
件
が
違
う
た
め
に
多
種
多
様
 

で
、
一
口
に
精
度
管
理
と
い
つ
 

て
も
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
無
視
 

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
む
 

し
ろ
現
状
か
ら
い
え
ば
す
べ
て
 

の
胃
集
検
が
同
じ
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

に
集
ま
り
、
同
一
の
ス
タ
̶
ト
 

ラ
イ
ン
に
つ
く
こ
と
の
方
が
大
 

切
で
あ
っ
て
、
精
度
管
理
は
こ
 

こ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
す
で
に
発
表
さ
れ
た
 

集
検
組
織
の
精
度
管
理
の
指
針
 

は
以
上
の
立
場
か
ら
作
成
さ
れ
 

た
も
の
で
、
い
わ
ば
す
ベ
て
の
 

胃
集
検
が
同
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
 

集
ま
る
た
め
の
条
件
整
備
の
よ
 

う
な
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
 

使
用
さ
れ
る
検
定
値
は
基
本
的
 

な
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
 

三
冗
し
か
精
密
検
査
を
受
け
て
 

い
な
い
。
子
宮
癌
検
診
の
要
精
 

検
率
は
一
一
，
一
一
六
冗
、
そ
の
う
 

ち
七
1一
，
六
冗
が
精
密
検
査
を
 

受
け
て
い
る
。
一
口
に
癌
検
診
 

と
い
つ
て
も
ば
ら
つ
き
が
み
ら
 

れ
、
検
診
精
度
の
向
上
が
今
後
 

の
癌
検
診
を
充
実
し
て
い
く
上
 

で
重
要
と
な
ろ
う
。
 

菌
全
体
と
し
て
み
る
と
き
、
 

胃
癌
死
亡
率
の
低
下
は
、
癌
罹
 

患
率
そ
の
も
の
が
低
下
し
た
こ
 

と
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
 

い
う
指
摘
も
あ
り
、
現
在
程
度
 

の
受
診
率
で
は
、
死
亡
率
を
下
 

げ
る
と
い
う
点
で
、
検
診
が
有
 

効
な
手
段
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
 

は
判
断
で
き
な
い
。
 

集
団
検
診
を
行
政
的
に
実
施
 

す
る
た
め
に
は
、
出
対
象
と
す
 

る
疾
患
に
対
す
る
検
査
法
の
妥
 

当
性
、

記̂
録
や
統
計
や
評
価
 

シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
費̂
用
、
 

5マ
ン
パ
ワ
̶
、
2対
象
疾
患
 

の
優
先
順
位
、
⑥
法
的
あ
る
い
 

は
倫
理
的
問
題
等
を
総
合
的
に
 

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
 

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
 

考
慮
し
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
 

構
成
し
、
新
し
い
概
念
規
定
も
 

最
小
限
に
止
め
て
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
れ
ら
の
基
本
方
針
は
今
後
発
 

表
さ
れ
る
精
密
検
査
や
機
器
の
 

精
度
管
理
に
つ
い
て
も
一
貫
し
 

て
維
持
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
多
 

く
の
集
検
の
平
均
的
実
態
が
ど
 

の
辺
に
あ
る
か
を
考
慮
し
て
定
 

め
た
も
の
が
、
前
号
に
掲
載
さ
 

れ
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
す
。
 

今
後
精
度
管
理
が
普
及
し
、
進
 

展
す
れ
ば
、
こ
の
評
価
表
も
改
 

訂
さ
れ
ま
す
。
 

大
切
な
こ
と
は
、
精
度
管
理
 

は
自
ら
が
行
う
も
の
で
あ
る
と
 

い
う
こ
と
で
す
。
最
高
の
品
質
 

を
維
持
し
て
社
会
の
信
用
を
得
 

る
こ
と
は
生
産
者
の
第
一
の
誇
 

り
で
す
。
生
産
者
は
品
質
に
よ
つ
 

て
競
争
し
て
い
る
の
で
、
価
格
 

競
争
は
第
一
一
義
的
な
も
の
で
す
。
 

胃
集
検
も
老
人
保
健
法
の
成
立
 

に
よ
っ
て
、
品
質
競
争
の
時
代
 

に
入
る
と
田
心
わ
れ
ま
す
。
す
べ
 

て
の
胃
集
検
従
事
者
が
こ
の
精
 

度
管
理
の
精
神
を
理
解
さ
れ
、
 

よ
り
良
い
成
果
を
挙
げ
る
た
め
 

に
努
力
さ
れ
る
よ
う
、
願
っ
て
 

や
み
ま
せ
ん
。
 

る
集
団
検
診
を
み
な
お
し
て
み
 

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
 

結
核
検
診
で
は
、
受
診
率
を
 

高
め
る
た
め
に
、
出
検
診
台
帳
 

の
整
備
、

検̂
診
通
知
を
郵
送
 

な
ど
に
よ
つ
て
個
人
的
に
行
う
、
 

婦̂
人
会
な
ど
地
区
組
織
の
協
 

力
を
得
る
、
3未
受
診
者
対
策
 

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
、
検
診
 

会
場
を
増
や
す
こ
と
や
同
じ
会
 

場
で
検
診
時
間
を
延
長
し
て
も
 

そ
れ
ほ
ど
効
果
は
な
い
と
さ
れ
 

て
お
り
、
癌
検
診
で
も
こ
れ
を
 

参
考
に
、
受
診
率
の
向
上
を
図
 

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

車
検
診
が
補
助
の
対
象
と
し
 

て
普
及
し
て
か
ら
、
技
術
の
固
 

定
化
が
集
検
の
現
場
に
み
ら
れ
 

な
く
も
な
い
。
安
易
に
検
診
の
 

繰
り
返
し
で
は
な
く
、
た
え
ず
 

点
検
と
向
上
の
意
欲
が
な
け
れ
 

ば
な
る
ま
い
。
 

検
診
の
普
及
に
よ
り
、
癌
の
 

自
然
史
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
 

病
型
の
変
化
も
あ
る
の
で
、
検
 

診
の
記
録
が
学
問
的
に
耐
え
る
 

形
で
集
積
さ
れ
て
い
く
必
要
が
 

あ
ろ
う
。
 

(
文
責
編
集
委
員
会
) 

癌
検
診
の
成
果
 

と
将
来
の
展
望
 

厚
生
省
公
衆
衛
生
4
1
1

 
？

5
 

&
！

!
:
.
也
 

局
結
核
成
人
病
課

！̂
后
11̂
，
仇
 

こ
の
論
文
は
厚
生
省
の
専
門
技
官
が
、
癌
検
診
の
成
果
 

と
将
来
の
展
望
を
ク
̶
ル
な
眼
で
俯
瞰
(
ふ
か
ん
)
し
た
 

も
の
の
要
約
で
、
現
場
の
胃
集
検
従
事
者
の
気
づ
か
な
い
 

問
題
点
を
卒
直
に
指
摘
し
て
お
り
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
 

原
論
文
は
「
内
科
」
お
巻
6号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

率
が
低
下
し
て
き
て
お
り
、
費
 

用
̶
効
果
な
ど
の
効
率
や
効
果
 

の
問
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
 

一
九
八
一
年
に
は
老
人
保
健
 

法
の
実
施
が
考
え
ら
れ
る
が
、
 

対
象
者
の
三
〇
ぉ
ま
で
受
診
率
 

の
向
上
と
質
を
向
上
さ
せ
な
け
 

れ
ば
、
た
だ
単
に
検
診
を
し
た
 

と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
癌
 

の
早
期
発
見
に
よ
り
、
早
期
治
 

療
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
癌
予
 

防
対
策
の
根
幹
が
く
ず
さ
れ
る
 

よ
う
に
な
る
。
 

行
政
的
に
行
わ
れ
る
集
団
検
 

診
は
、
健
保
本
人
を
対
象
か
ら
 

除
外
す
る
な
ど
対
象
人
口
が
明
 

確
で
な
い
た
め
、
受
診
率
の
把
 

わ
が
国
の
集
団
を
対
象
に
し
 

た
胃
癌
検
診
が
全
国
的
に
普
及
 

し
た
の
は
、
一
九
六
五
年
政
務
 

事
官
会
議
癌
対
策
小
委
員
会
の
 

答
申
を
う
け
、
一
九
六
六
年
に
 

『
癌
の
検
診
車
に
対
す
る
国
庫
 

補
助
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
で
あ
 

受
診
者
数
は
一
九
八
〇
年
で
 

！̂
/胃
癌
三
八
〇
万
人
に
 

一
^
^
一

 達
し
た
が
、
さ
ま
ざ
 

4̂
ま
な
問
題
も
出
現
し
 

！
/̂て
き
て
い
る
。
例
え
 

5
ば
、
受
診
率
の
頭
打
 

0̂ち
、
受
診
者
の
固
定
 

3-0̂
化
、
年
齢
的
な
偏
り
 

に
よ
っ
て
患
者
発
見
 

胃
集
検
が
胃
癌
対
策
と
し
て
 

有
効
で
あ
る
こ
と
が
公
式
に
確
 

認
さ
れ
た
の
は
、
比
較
的
最
近
 

の
こ
と
で
す
。
勿
論
胃
集
検
従
 

事
者
は
始
め
か
ら
そ
の
信
念
で
 

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
 

学
術
的
立
場
か
ら
そ
の
成
果
を
 

吟
味
し
、
種
々
の
評
価
を
集
約
 

し
て
、
地
域
癌
集
検
は
そ
の
地
 

域
の
胃
癌
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
 

る
と
結
論
し
、
公
式
に
報
告
し
 

た
の
が
、
市
川
代
表
を
委
員
長
 

と
す
る
厚
生
省
の
「
が
ん
予
防
 

対
策
打
合
せ
会
報
告
」
で
し
た
。
 

こ
の
報
告
は
胃
癌
死
亡
数
の
半
 

減
を
め
ざ
し
て
、
胃
集
検
規
模
 

を
現
行
の
三
倍
に
拡
大
す
る
こ
 

と
を
提
言
し
、
国
は
本
年
二
月
 

施
行
し
た
老
人
保
健
法
に
よ
つ
 

て
、
こ
の
目
標
達
成
時
期
を
五
 

年
後
と
設
定
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
述
の
結
 

論
は
い
ず
れ
も
よ
く
整
備
さ
れ
 

た
体
制
を
も
つ
組
織
に
よ
つ
て
 

行
わ
れ
た
優
秀
な
集
検
活
動
の
 

実
績
評
価
に
基
く
も
の
で
あ
る
、
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
行
の
す
 

ベ
て
の
胃
集
検
に
つ
い
て
司
様
 

だ
か
ら
現
状
の
ま
ま
の
胃
集
検
 

が
、
た
だ
受
診
者
数
を
三
倍
に
 

ふ
や
せ
ば
直
ち
に
癌
死
亡
率
が
 

半
減
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
 

い
の
で
す
。
 

さ
て
現
行
の
胃
集
検
は
、
そ
 

の
形
態
か
ら
み
て
も
、
成
果
達
 

成
度
か
ら
み
て
も
、
多
種
多
様
 

の
吟
味
や
評
価
が
行
わ
れ
た
わ
 

け
で
は
な
く
、
あ
え
て
誤
解
を
 

恐
れ
ず
に
い
う
な
ら
ば
、
本
報
 

告
は
胃
集
検
の
も
つ
本
来
の
可
 

能
性
に
つ
い
て
確
認
し
、
こ
れ
 

を
癌
対
策
の
中
に
位
置
づ
け
た
 

も
の
と
い
う
べ
き
で
し
よ
う
。
 

日
放
機
工
業
会
に
胃
集
 

検
装
置
精
度
管
理
委
 

本
会
の
精
度
管
理
研
究
班
の
 

作
業
が
、
放
射
線
装
置
等
の
精
 

度
管
理
基
準
策
定
に
移
る
の
を
 

契
機
に
、
厚
生
省
の
胆
入
り
で
 

(
社
)
日
本
放
射
線
機
器
工
業
 

会
が
尺
？
¦一

 〇
三
委
員
会
 

(
胃
集
検
装
置
精
度
管
理
)
を
 

新
設
し
、
三
月
十
八
日
本
会
と
 

第
一
回
ジ
ョ
イ
ン
ト
ミ
̶
テ
ン
 

グ
を
開
催
相
互
に
協
力
体
制
を
 

確
立
し
た
。
 

委
員
は
次
の
通
い
 

主
査
 

委
員
 

今

井

健
 

須
藤
禎
人
 

岡
野
栄
寿
 

吉
村
公
男
 

矢

野

太
 

渡

辺

稔
 

原
尾
紀
男
 

土

屋

仁
 

岡
村
慎
一
 

加
藤
和
昭
 

正

寺

強
 

鳥
ド
 

ソ
(
敬
称
略
) 

(
東
芝
)
 

(
ア
ル
コ
電
 

機
) 

(
小
西
六
) 

(
島
津
) 

(
田
中
レ
) 

(
千
代
田
)
 

(
東
芝
) 

(
東
芝
メ
) 

(
長
瀬
産
) 

(
日
立
メ
) 

(
富
士
メ
) 

(
三
田
屋
) 

第
6回

 

一
 

ア
ジ
ア
.太
平
洋
癌
会
議
一
 

仙
台
，
9月
X〜
日̂
一
 

ア
ジ
ア
，
太
平
洋
対
癌
組
織
連
合
(八
？
ド
0じ
一
 

！
じ
)
発
足
十
周
年
を
迎
え
、
第
六
回
ア
ジ
ア
，
太
平
5
 

一
洋
癌
会
議
が
、
仙
台
で
会
長
山
形
敞
ー
，
宮
城
県
対
一
 

一
が
ん
協
会
会
長
、
事
務
総
長
久
道
茂
，
東
北
大
学
教
 

授̂
の
主
宰
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

一
 

開
催
地
区
の
宮
城
県
は
、
早
く
か
ら
胃
癌
、
子
宮
ぬ
 

5
癌
検
診
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
地
域
住
民
を
対
象
と
し
5
 

一
た
癌
登
録
も
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

\
 

癌
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
対
癌
活
動
関
係
者
の
多
 

数̂
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
，
会
長
特
別
講
演
「
日
本
に
お
^
 

け
る
癌
の
ス
ク
リ
̶
二
ン
グ
」

特̂
別
講
演
十
題
，
5
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
示
説
の
主
題
は
癌
の
一
次
予
防
、
一
 

癌
の
集
団
検
診
、
癌
の
疫
学
と
登
録
等
 

登
録
費
.1
人
四
万
円
同
伴
者
一
人
二
万
円
^ 

登
録
締
切
，
六
月
三
十
I日
 

(申
込
先
)

 

一
 

〒
一
〇
五
，
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
̶
三
II一
〇
 

第
二
 

二
森
ビ
ル
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
̶
ビ
一
 

ス
内

 

^
 

第
6
回
ア
ジ
ア
，
太
平
洋
癌
会
議
登
録
事
務
局
^
 

専
門
医
の
増
加
 

に
全
力
投
球
を
 

山
梨
県
 

5
 ，

 丁
生
 

厚
生
省
は
老
健
法
 

の
保
健
事
業
で
胃
集
 

検
の
受
診
者
数
を
、
 

昭
和
六
十
一
年
ま
で
 

に
四
0歳
以
上
の
対
 

象
者
の
三
〇
冗
、
約
 

一
千
万
人
ま
で
増
加
 

す
る
こ
と
に
し
た
。
 

対
象
者
の
三
〇
冗
と
言
う
と
 

数
字
的
語
感
と
し
て
は
、
簡
単
 

に
で
き
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
.
 

実
施
体
制
を
シ
ユ
ミ
レ
̶
シ
ョ
 

ン
化
し
て
考
え
る
と
、
改
め
て
 

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
事
業
で
 

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
 

シ
ス
テ
ム
、
予
算
、
人
と
分
 

け
て
み
る
と
、
胃
集
検
従
事
者
 

の
層
の
薄
さ
に
驚
く
。
専
門
医
 

を
例
に
と
っ
て
も
、
各
県
に
幾
 

人
い
る
だ
ろ
う
か
。
山
梨
県
、
 

新
潟
県
と
あ
げ
て
み
て
、
専
門
 

医
の
名
前
が
浮
か
ば
な
い
。
放
 

射
線
技
師
も
同
様
で
あ
る
。
そ
 

こ
で
提
案
し
た
い
 

増
加
に
努
力
し
て
ほ
し
：
 

Iま
 

索
 

東
芝
は
、
被
検
者
の
被
曝
線
量
軽
減
を
 

は
か
り
、
よ
り
鮮
明
な
透
視
像
が
得
ら
 

れ
る
メ
タ
ル
し
を
田
冃
部
集
検
シ
ス
テ
 

ム
に
採
用
し
ま
し
た
。
 

、
】
の
メ
タ
ル
し
し
は
、
人
力
窓
に
5

 
^
 

の
が
ラ
ス
の
か
わ
り
に
、
1匪
の
ア
ル
 

ミ
ニ
ゥ
ム
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
従
 

来
の
か
ラ
ス
し
し
に
比
べ
、
人
力
窓
で
 

の
X線
の
吸
収
、
故
乱
が
 

わ
め
て
少
な
く
、
高
コ
ン
 

ラ
ス
卜
、
」
咼
解
像
度
の
画
像
|ブ
，
 

が
得
ら
れ
ま
す
。
位
置
決
め
キ
 

ル
1̂4

 丁
 

が
容
易
で
、
胃
の
全
体
が
撖
ブ
！
315
 

メ
タ
ル
し
Iが
用
意
 

さ
れ
て
い
る
の
で
、
診
断
効
 

丰
の
向
上
が
は
か
れ
ま
す
。
 

辦
 

力
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検
を
す
す
め
た
の
に
当
っ
て
、
 

検
診
料
金
を
ど
う
す
る
か
。
職
 

員
の
研
修
を
ど
う
す
る
か
。
検
 

診
分
担
地
域
(シ
ェ
ア
︱
の
確
 

.1

 
乂
)を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
さ
 

し
迫
つ
た
問
題
が
い
く
つ
も
あ
 

り
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
 

題
を
話
し
合
う
た
め
に
自
動
的
 

に
で
き
ま
し
た
。
 

笹
川
群
馬
県
は
胃
集
検
通
 

信
の
一
一
号
に
よ
る
と
、
会
員
三
 

の
小
組
織
と
ま
こ
と
に
つ
つ
ま
 

し
ゃ
か
に
(
笑
い
)
で
き
て
い
 

ま
す
，
？
5レ
カ
力
で
す
力
 

根
岸
群
馬
県
対
ガ
ン
協
会
 

は
昭
和
一
一
十
五
年
か
ら
県
医
師
 

会
長
の
羽
生
田
進
先
生
が
胃
集
 

検
に
強
い
関
心
を
も
つ
て
い
て
 

創
立
さ
れ
、
会
長
を
さ
れ
て
い
 

る
の
で
す
が
、
関
東
地
方
会
の
 

実
施
機
関
部
会
の
活
動
に
は
注
 

目
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
 

前
に
お
ら
れ
る
栃
木
県
の
志
賀
 

先
生
か
ら
東
連
協
(
東
日
本
ガ
 

ン
対
策
連
絡
協
議
会
)
の
会
議
 

な
ど
で
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
ま
 

し
て
結
成
し
た
ん
で
す
。
 

群
馬
県
の
胃
集
検
は
市
町
村
 

を
対
ガ
ン
協
会
が
、
他
の
二
機
 

関
は
事
業
所
を
担
当
し
て
い
ま
 

す
。
組
織
と
し
て
は
五
十
七
年
 

1一
月
発
足
し
て
、
ま
だ
総
会
を
 

一
回
行
っ
た
だ
け
で
す
。
 

笹
川
そ
れ
で
は
栃
木
県
。
 

志
賀
昭
和
四
十
九
年
、
栃
 

木
県
胃
集
検
の
つ
ど
い
を
結
成
 

し
て
、
毎
年
総
会
、
学
術
研
究
 

会
な
ど
を
行
っ
て
、
医
師
、
放
 

射
線
技
師
、
保
健
婦
、
市
町
村
 

の
胃
集
検
関
係
職
員
な
ど
が
参
 

加
し
て
い
ま
す
。
実
施
機
関
数
 

は
一
一
。
関
東
地
方
会
に
実
施
 

機
関
部
会
が
で
き
た
の
を
契
機
 

に
、
読
影
医
師
部
会
、
放
射
線
 

技
師
会
、
保
健
婦
部
会
の
三
部
 

会
を
中
心
に
栃
木
県
胃
集
検
連
 

絡
協
議
会
を
五
十
七
年
四
月
に
 

結
成
し
た
。
会
長
は
大
西
幸
雄
 

県
医
師
会
長
で
す
。
 

一
一
機
関
が
昔
か
ら
公
認
機
 

関
と
し
て
胃
集
検
を
ゃ
つ
て
き
 

た
の
で
す
が
、
わ
^̂̂
が
県
 

の
衛
生
部
長
時
代
、
日
本
対
ガ
 

ン
協
会
の
提
言
も
あ
っ
て
、
一
 

〇
機
関
の
検
診
車
と
放
射
線
技
 

師
を
買
い
と
つ
て
一
つ
に
統
ム
ロ
 

し
ょ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
総
 

ス
カ
ン
を
喰
っ
て
失
敗
し
ま
し
 

た
。
い
ま
は
、
栃
木
県
が
ん
検
 

診
セ
ン
タ
ー
と
保
健
衛
生
事
業
 

団
で
栃
木
県
全
体
の
胃
集
検
の
 

六
割
を
や
り
、
他
の
九
機
関
で
 

四
割
を
や
つ
て
い
ま
す
。
 

笹
川
千
葉
県
は
ど
う
で
 

し
ょ
う
か
。
 

福
間
千
葉
県
が
ん
セ
ン
 

タ
ー
が
で
き
て
所
長
に
就
任
以
 

来
、
「
が
ん
征
圧
は
集
検
」
、
こ
 

れ
が
が
ん
セ
ン
タ
︱
構
想
に
も
 

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

老
人
保
健
法
で
胃
集
検
を
組
 

織
的
に
や
ろ
つ̂
と
い
、
つ
こ
と
な
 

の
で
、
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
考
 

え
と
ピ
ッ
タ
リ
一
致
し
た
わ
け
 

で
す
。
 

千
葉
県
は
対
が
ん
協
会
が
住
 

民
対
象
の
胃
集
検
の
約
八
割
 

や
っ
て
お
り
、
残
り
を
安
房
医
 

師
会
病
院
、
成
田
日
赤
な
ど
が
 

や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
実
 

施
機
関
の
横
の
連
携
を
と
ら
な
 

く
て
は
い
け
な
い
と
、
：
!刖
か
ら
 

強
く
考
え
て
い
た
の
で
す
。
老
 

人
保
健
法
で
胃
集
検
に
国
の
予
 

算
が
流
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
 

で
、
集
検
機
関
が
自
主
的
に
組
 

織
的
に
胃
集
検
に
取
り
組
ま
な
 

け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
、
昨
 

年
九
月
、
千
葉
県
胃
集
検
実
施
 

機
関
連
絡
協
議
会
を
つ
く
っ
た
 

の
で
す
。
 

ど
う
も
胃
集
検
に
対
す
る
県
 

の
取
り
組
み
方
に
は
不
満
足
で
 

す
。
全
国
に
八
つ
か
九
つ
行
政
 

の
指
導
協
が
で
き
た
と
き
い
て
 

い
る
の
に
、
千
葉
県
は
五
十
八
 

年
度
は
他
県
の
様
子
を
み
て
、
 

五
十
九
年
度
三
月
頃
に
考
え
よ
 

う
と
い
つ
た
調
子
で
す
。
千
葉
 

県
は
東
京
に
接
し
て
い
る
だ
け
 

に
胃
集
検
実
施
機
関
の
数
も
多
 

い
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
 

の
実
態
は
不
明
で
す
。
 

そ
こ
で
知
恵
を
絞
つ
た
結
果
 

労
働
基
準
局
に
き
け
ば
わ
か
る
 

と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
 

こ
こ
ら
か
ら
実
態
調
査
を
し
て
、
 

実
施
機
関
の
実
体
を
明
ら
か
に
 

す
る
こ
と
を
活
動
の
第
一
着
手
 

に
し
よ
つ̂
と
す
る
こ
と
に
な
つ
 

て
い
ま
す
。
 

笹
川
最
後
に
神
奈
川
県
ど
 

ぅ
ぞ
。
 

坪
井
神
奈
川
県
で
は
胃
集
 

検
の
車
検
診
を
昭
和
三
十
七
年
 

か
ら
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
で
 

行
い
、
そ
れ
を
後
に
神
奈
川
県
 

予
防
医
学
協
会
に
移
し
ま
し
 

た
。
神
奈
川
県
は
横
浜
市
に
集
 

検
車
が
一
一
台
、
川
畸
市
に
一
台
 

あ
つ
て
県
と
は
別
の
検
診
の
慟
 

き
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
県
の
 

衛
生
部
長
の
管
轄
の
も
と
に
あ
 

る
よ
う
な
、
な
い
よ
う
な
形
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
会
長
も
 

県
医
師
会
長
と
市
の
医
師
会
と
 

は
別
の
動
き
で
、
必
ず
し
も
一
 

体
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

神
奈
川
県
の
胃
集
検
は
横
浜
 

市
と
川
崎
巿
は
予
算
的
に
も
ス
 

ム
︱
ス
で
、
そ
の
他
の
市
町
村
 

は
県
の
委
託
で
神
奈
川
県
予
防
 

医
学
協
会
が
日
本
対
ガ
ン
協
会
 

の
支
部
を
兼
ね
て
、
年
間
一
一
万
 

数
千
や
っ
て
い
ま
す
。
泰
野
市
 

の
医
師
会
は
協
力
的
で
す
が
、
 

そ
の
他
の
医
師
会
は
今
の
と
こ
 

ろ
無
関
心
で
す
。
医
師
会
は
主
 

と
し
て
一
一
次
検
診
を
担
当
し
て
 

い
ま
す
。
神
奈
川
県
の
地
域
住
 

民
の
大
半
は
神
奈
川
県
予
防
医
 

学
協
会
が
や
っ
て
お
り
、
そ
の
 

他
は
六
機
関
ほ
ど
が
担
当
し
て
 

い
る
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
 

五
十
七
年
度
の
住
民
対
象
の
 

胃
集
検
は
県
の
主
導
で
五
七
巿
 

町
村
を
各
実
施
機
関
に
割
り
当
 

て
て
や
っ
た
の
で
す
が
、
五
十
 

八
年
度
も
こ
の
割
り
当
て
を
引
 

き
つ
ぎ
混
乱
を
防
ぐ
こ
と
に
な
 

る
と
思
い
ま
す
。
精
度
管
理
は
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
、
横
 

浜
市
立
市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
 

ン
タ
ー
、
川
崎
市
立
が
ん
検
診
 

セ
ン
タ
ー
は
問
題
な
い
と
思
い
 

ま
す
が
、
そ
の
他
の
実
施
機
関
 

の
中
に
は
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
り
 

神
奈
川
県
の
民
間
連
絡
協
は
 

一
次
検
診
を
や
っ
て
い
る
と
こ
 

ろ
に
集
ま
つ
て
も
ら
つ
て
、
昨
 

年
一
一
月
発
足
。
わ
た
く
し
が
会
 

長
に
な
っ
て
、
す
で
に
四
回
会
 

議
を
も
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
都
 

度
県
の
保
健
予
防
課
長
と
県
医
 

師
会
の
担
当
理
事
に
も
，
出
席
し
 

て
も
ら
っ
て
協
調
体
制
を
と
つ
 

て
い
ま
す
。
 

笹
川
神
奈
川
県
は
横
浜
、
 

川
崎
、
横
須
賀
な
ど
の
大
都
市
 

と
そ
の
他
の
市
町
村
か
ら
な
る
 

地
方
が
混
在
し
て
い
て
、
胃
集
 

検
で
も
都
市
と
地
方
の
か
か
え
 

る
問
題
を
包
括
し
て
い
る
わ
け
 

で
す
ね
。
，
市
川
先
生
、
こ
れ
ま
 

で
の
報
告
を
お
き
き
に
な
つ
た
 

或
ひ
想
は
ど
う
で
す
か
。
 

原
点
の
再
確
認
が
大
切
 

市
川
民
間
連
絡
協
の
結
成
 

は
新
潟
県
が
古
く
、
他
は
ほ
と
 

ん
ど
昨
年
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
 

こ
こ
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
 

い
の
は
、
民
間
連
絡
協
は
何
の
 

た
め
に
つ
く
る
の
か
。
そ
の
原
 

点
の
再
確
認
が
大
切
な
の
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

今
後
の
胃
集
検
を
考
え
る
 

と
、
一
つ
は
集
検
受
診
者
の
数
 

を
三
倍
に
増
や
す
。
も
う
一
つ
 

は
集
検
の
精
度
の
維
持
が
根
幹
 

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
胃
集
検
 

関
係
機
関
が
情
報
を
交
換
し
 

て
、
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
1̂
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
 

そ
れ
に
は
意
志
の
統
一
も
必
要
 

な
わ
け
で
す
が
、
総
論
的
に
は
 

わ
か
っ
て
い
て
も
、
各
論
に
な
 

る
と
理
解
が
違
っ
て
く
る
。
こ
 

れ
で
は
困
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
 

民
間
連
絡
協
で
調
整
し
、
さ
ら
 

に
県
レ
ペ
ル
、
も
う
ひ
と
つ
あ
 

が
っ
て
関
東
甲
信
越
地
方
、
さ
 

ら
に
全
国
に
拡
げ
る
こ
と
が
で
 

き
れ
ば
初
期
の
目
的
を
達
成
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
 

し
か
し
、
各
県
の
事
情
は
そ
 

う
簡
単
で
は
な
い
わ
け
で
す
か
 

ら
、
ま
ず
千
葉
県
の
よ
う
に
実
 

態
調
査
か
ら
着
手
さ
れ
た
ら
い
 

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

民
間
連
絡
協
を
未
組
織
の
県
は
 

す
で
に
結
成
さ
れ
た
県
の
体
験
 

を
踏
ま
え
て
、
な
る
べ
く
早
ノ
 

結
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
 

望
し
ま
す
ね
。
 

笹
川
民
間
連
絡
協
を
結
成
 

し
て
、
問
題
点
、
よ
か
っ
た
点
 

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
老
人
 

保
健
法
が
で
き
て
、
胃
集
検
に
 

何
か
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
か
。
 

池
主
老
人
保
健
法
は
二
月
 

に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
 

老
人
保
健
法
で
ど
う
な
る
の
か
 

わ
か
り
ま
せ
ん
。
統
一
料
金
の
 

会
合
も
も
ち
ま
し
た
。
ほ
ん
，
 

，
つ
の
と
こ
ろ
ど
，
つ
な
る
の
か
、
 

教
え
て
い
た
だ
き
た
く
て
新
潟
 

か
ら
出
て
き
た
次
第
で
す
。
 

笹
川
厚
生
省
で
は
五
年
を
 

メ
ド
に
受
診
者
を
三
倍
に
し
、
 

精
度
維
持
に
つ
と
め
る
と
い
つ
 

て
い
る
が
、
実
施
機
関
の
現
場
 

の
人
や
市
町
村
に
き
い
て
も
、
 

ど
う
も
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。
志
 

賀
さ
ん
、
ど
こ
が
ど
う
変
る
ん
 

で
し
よ
う
か
。
 

志
賀
老
人
保
健
法
の
検
診
 

事
業
は
子
宮
が
ん
、
胃
が
ん
、
 

循
環
器
と
あ
る
わ
け
で
す
が
、
 

循
環
器
は
大
混
乱
す
る
で
し
ょ
 

う
ね
。
胃
が
ん
は
従
来
の
方
法
 

を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
 

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

た
だ
栃
木
県
の
場
合
、
さ
き
 

程
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
一
 

機
関
で
胃
集
検
を
ゃ
つ
て
い
る
 

の
で
す
が
、
事
業
所
関
係
の
胃
 

集
検
実
施
機
関
の
実
態
を
調
べ
 

た
ら
、
県
外
か
ら
一
一
五
も
の
機
 

関
が
出
掛
け
て
き
て
集
検
を
 

や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
中
 

の
東
京
に
本
拠
地
の
あ
る
機
関
 

を
調
べ
た
ら
ど
こ
に
あ
る
か
わ
 

か
ら
な
い
、
所
在
地
不
明
で
す
。
 

地
域
集
検
は
協
議
会
に
加
盟
し
 

て
い
る
一
一
機
関
で
や
っ
て
い
 

る
か
ら
い
い
が
、
職
域
検
診
は
 

問
題
で
す
よ
。
 

笹
川
胃
集
検
の
実
態
調
査
 

も
、
実
施
機
関
に
対
す
る
調
査
 

出
席
者
(敬
称
略
.発
言
順
) 

池
主
修
衛
，
新
潟
県
ガ
ン
 

集
団
検
診
協
議
会
常
任
 

世
話
人
 

根
岸
謹
爾
，
群
馬
県
胃
集
 

検
連
絡
協
議
会
世
話
人
 

志
賀
信
雄
，
栃
木
県
胃
集
 

検
連
絡
協
議
会
常
任
世
 

話
人
 

福
間
誠
吾
，
千
葉
県
胃
集
 

検
実
施
機
関
連
絡
協
議
 

会
世
話
人
代
表
 

坪
井
晟
，
神
奈
川
県
胃
 

集
検
一
次
検
診
連
絡
協
 

議
会
会
長
 

市
川
平
三
郎
，
本
会
世
話
 

人
代
表
 

木
内
達
弥
，
本
紙
編
集
委
 

員
代
表
 

司
会
 

笹
川
道
三
，
国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
ー
 

会
 

座
 

会
 

ヽ
 

言
 

チ
 

3
 

老
人
保
健
法
に
よ
る
胃
集
検
の
ー
一
本
の
柱
と
も
考
 

え
ら
れ
る
、
検
診
受
診
者
数
を
対
象
の
三
〇
冗
に
ま
 

で
増
や
す
数
的
拡
大
と
、
精
度
管
理
の
向
上
を
は
か
 

る
た
め
の
推
進
体
制
と
し
て
、
国
が
考
え
て
い
る
各
 

都
道
府
県
に
設
け
ら
れ
る
成
人
病
管
理
指
導
協
議
会
 

(以
下
簡
単
に
行
政
「
官
」
の
指
導
協
と
申
し
ま
し
よ
 

う
。
)と
胃
集
検
を
行
つ
て
い
る
実
施
機
関
が
中
心
と
 

な
つ
て
各
県
毎
に
結
成
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
胃
集
 

検
実
施
機
関
連
絡
協
議
会
(
以
下
民
間
の
連
絡
協
と
 

申
し
ま
し
ょ
う
。
)余
談
で
す
が
、
指
導
協
と
連
絡
協
、
 

名
前
が
似
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
よ
く
識
別
し
て
 

お
き
ま
せ
ん
と
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
混
線
し
て
、
 

ど
ち
ら
の
話
を
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
き
な
つ
 

こ
の
一
一
つ
の
組
識
が
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

今
日
す
で
に
民
間
連
絡
協
を
結
成
さ
れ
た
新
潟
、
栃
 

木
、
群
馬
、
千
葉
、
神
奈
川
県
の
代
表
の
方
々
に
お
 

集
り
い
た
だ
い
て
、
民
間
連
絡
協
は
ど
ん
な
活
動
を
 

し
て
行
っ
た
ら
い
い
か
。
行
政
指
導
協
は
ど
う
あ
る
 

べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
、
忌
揮
の
な
い
ご
意
見
を
う
 

か
が
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
(
笹
川
)
 

結
成
の
経
緯
と
現
状
 

笹
川
は
じ
め
に
、
民
間
連
 

絡
協
が
で
き
た
い
き
さ
つ
を
新
 

潟
県
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
 

池
主
わ
た
く
し
は
新
潟
県
 

医
師
会
の
副
会
長
と
新
潟
県
成
 

人
病
予
防
協
会
の
常
任
理
事
を
 

し
て
い
ま
す
が
、
成
人
病
予
防
 

協
会
は
県
医
師
会
と
日
本
対
ガ
 

ン
協
会
新
潟
県
支
部
が
い
つ
 

し
ょ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
組
 

識
で
、
県
医
師
会
長
が
会
長
つ
 

と
め
て
い
ま
す
。
 

新
潟
県
ガ
ン
集
団
検
診
協
議
 

会
は
新
潟
県
の
肝
い
り
で
成
人
 

病
予
防
協
会
が
推
進
役
を
つ
と
 

め
て
、
昭
和
四
十
八
年
に
結
成
 

さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
の
胃
集
 



ほ） 胃 集 検 通 信 昭和 5 8年 5月 2 0日 

集団検診に，低被ばく線量ですぐれえ 

診断情報を得る 
島;き集検出多//向I丄間接撮影台六0~検^コンデンサ式X線^電Iわ:装匱51^1 

20は，^^方向のX線束による透視. 

撮影のほか，料方向および水平方向の 

X線束による透視撮影ができます。背 

臥位背腹//向などの撮影を従来の撮影 

法と組み0わせることで，より'有効な 

検^を行うことができます，また，柒 

0 島津裟体所 

125し-20/30シリーズは，電気^路をす 

ベてプリント基板化，ャ導体化など集 

闭検^に適した装置です.. 

島津集検用 

多方向1.1.間接撮影台 

^ 0 - 2 0 
医用機器事業部 6 0 4京都市中 ^ぼ - 西ノ京桑原町 1 ( 0 7 5 ) 8 1 1 - 1 1 1 1 

東京支社 1 6 0柬京都新宿区西靳宿 2厂目卜 1斩宿三井ビル 4 ( ^ ( 0 3 ) 3 4 6 - 5 8 0 0 

51^1251.-20 

だ
け
で
な
く
、
胃
集
検
を
委
託
 

し
て
い
る
市
町
村
や
事
業
所
な
 

ど
の
実
施
団
体
の
側
か
ら
の
調
 

査
を
並
行
し
て
行
う
と
真
実
に
 

近
い
も
の
が
で
て
く
る
わ
け
で
 

す
ね
。
こ
れ
は
各
県
連
絡
協
に
 

ぜ
ひ
や
つ
て
も
ら
い
た
い
仕
事
 

で
す
。
 

福
間
千
葉
県
で
も
実
態
調
 

査
を
計
画
中
で
す
。
連
絡
協
の
 

仕
事
は
、
ま
ず
実
態
調
査
か
ら
 

で
す
。
い
つ
た
い
ど
ん
な
胃
集
 

検
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
 

を
把
握
し
た
上
で
、
精
度
管
理
 

を
向
上
さ
せ
る
方
策
を
考
え
る
。
 

市
町
村
全
体
で
五
十
六
年
度
 

に
胃
集
検
を
約
八
万
六
千
や
つ
 

て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
対
ガ
 

ン
協
会
が
八
〇

、̂
残
り
を
安
 

房
医
師
会
病
院
、
成
田
日
赤
、
 

船
橋
中
央
病
院
な
ど
で
や
っ
て
 

い
る
ん
で
す
。
 

県
全
体
か
ら
み
る
と
四
〇
歳
 

以
上
は
約
一
六
〇
万
、
そ
の
四
，
 

五
冗
で
す
か
ら
、
三
〇
冗
に
す
 

る
に
は
か
な
り
頑
張
ら
な
く
て
 

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
 

実
施
経
験
を
踏
ま
え
て
、
綿
密
 

な
実
施
計
画
を
ま
ず
連
絡
協
が
 

つ
く
り
、
そ
れ
を
県
の
指
導
協
 

に
持
ち
込
ん
で
実
施
さ
せ
る
こ
 

と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
 

笹
川
神
奈
川
県
は
大
都
市
 

と
地
方
が
混
在
し
て
い
る
の
で
、
 

格
差
が
あ
つ
て
胃
集
検
の
量
が
 

拡
大
す
る
と
問
題
が
で
る
の
で
 

は
な
い
で
す
か
。
 

坪
井
い
ま
実
施
数
は
約
六
 

万
五
千
で
す
か
ら
人
口
に
較
べ
 

て
少
な
い
で
す
ね
。
職
域
が
一
 

六
万
ほ
ど
で
す
。
現
在
の
集
検
 

機
関
は
受
診
者
数
を
増
や
せ
る
 

余
裕
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
は
 

検
診
料
金
と
職
域
が
中
心
に
 

な
つ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
 

と
で
す
。
 

笹
川
神
奈
川
県
も
他
か
ら
 

検
診
機
関
が
侵
入
し
て
い
ま
す
 

力
 坪

井
そ
れ
は
い
ま
す
よ
。
 

東
京
が
隣
り
で
す
か
ら
、
東
京
 

の
機
関
が
主
で
す
ね
。
 

笹
川
市
町
村
が
実
施
機
関
 

を
選
択
す
る
目
安
は
ど
ん
な
点
 

マ
す
力
 

坪
井
ま
ず
今
ま
で
の
結
び
 

つ
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
精
 

度
管
理
の
悪
い
機
関
は
当
然
不
 

利
に
な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ら
の
 

機
関
に
対
し
て
は
、
精
度
管
理
 

の
向
上
を
求
め
ま
す
が
、
実
行
一
せ
ん
し
、
連
絡
協
^̂
知̂
ら
 

し
な
け
れ
ば
推
薦
し
ま
せ
ん
ま
一
な
い
検
診
機
関
は
入
れ
ま
せ
ん
。
 

や
が
て
市
町
村
も
参
加
 

签
川
群
馬
県
は
ど
う
で
す
 

ゝ
0
 

力
 根

岸
群
馬
県
で
は
郡
市
医
 

師
会
が
集
検
を
や
る
傾
向
が
で
 

て
き
た
の
で
注
目
し
て
い
る
と
 

こ
ろ
で
す
。
 

笹
川
医
師
会
の
動
き
と
嚙
 

み
合
わ
せ
て
、
数
の
拡
大
は
ど
 

う
で
す
か
。
 

根
岸
四
〇
歲
以
上
の
三
 

〇
冗
と
な
る
と
一
五
万
を
超
え
 

ま
す
の
で
、
検
診
車
だ
け
で
も
 

更
新
、
増
車
で
約
四
億
必
要
で
 

す
。
国
の
示
し
て
い
る
基
準
で
 

は
ど
，
つ
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
に
人
件
費
で
す
。
民
間
 

法
人
と
し
て
は
確
保
の
余
地
が
 

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
検
 

診
の
単
価
面
で
こ
の
こ
と
が
考
 

え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
地
方
 

会
の
実
施
機
関
部
会
も
技
術
的
 

な
問
題
だ
け
で
な
く
、
財
政
的
 

な
問
題
も
ッ
メ
が
欲
し
い
と
思
 

笹
川
今
の
検
診
料
金
で
ダ
 

メ
な
ら
算
定
基
準
は
ど
う
し
た
 

ら
い
い
で
す
か
。
 

根
31*1：
単
価
計
算
は
で
き
ま
 

す
が
、
し
か
し
、
各
機
関
で
経
 

済
的
評
価
条
件
が
違
い
ま
す
か
 

ら
統
一
料
金
に
す
ぐ
し
て
く
れ
 

と
い
う
意
味
で
は
な
い
ん
で
す
。
 

志
賀
群
馬
の
考
え
方
に
は
 

反
対
。
料
金
の
改
訂
は
で
き
な
 

い
で
す
よ
。
条
件
が
違
い
す
ぎ
 

ま
す
ね
。
一
一
千
一
一
百
円
で
も
い
 

い
機
関
も
あ
ろ
う
し
、
四
千
円
 

で
も
ダ
メ
な
機
関
も
あ
る
と
思
 

う
な
。
検
診
数
の
増
加
は
栃
木
 

県
で
ふ
「
の
体
制
で
も
で
き
る
と
 

思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
一
機
関
 

の
検
診
車
の
稼
動
日
数
が
少
な
 

す
ぎ
る
か
ら
だ
。
栃
木
県
の
人
 

口
は
一
八
〇
万
、
四
〇
歲
以
上
 

は
四
六
万
、
事
業
所
を
除
く
と
 

一
三
万
八
千
で
い
い
。
現
在
、
 

住
民
検
診
は
四
万
だ
か
ら
三
，
 

一
倍
で
い
い
。
一
一
一
台
あ
る
検
 

診
車
を
フ
ル
活
動
さ
せ
れ
ば
で
 

き
な
い
こ
と
は
な
い
。
 

問
題
は
住
民
が
検
診
を
受
け
 

に
来
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
 

笹
川
料
金
の
最
低
限
度
は
 

ど
の
く
ら
い
と
考
え
ま
す
か
。
 

志
賀
二
千
二
百
五
十
八
円
 

は
国
の
補
助
基
準
単
位
で
、
こ
 

れ
を
適
正
料
金
と
勘
違
い
し
て
 

い
る
。
島
根
県
は
一
一
千
六
百
円
 

で
や
っ
て
い
た
。
国
が
検
診
車
 

の
運
行
補
助
一
日
当
り
四
万
四
 

千
六
百
円
を
切
っ
た
の
で
、
一
一
 

千
六
百
円
で
は
や
れ
な
く
な
り
、
 

三
千
六
百
円
に
し
て
補
助
基
準
 

単
価
と
の
差
額
は
県
と
市
町
村
 

が
ー
一
分
の
一
づ
つ
負
担
す
る
こ
 

と
に
し
た
と
き
い
て
い
る
。
と
 

こ
ろ
で
、
連
絡
協
は
何
を
す
る
 

の
か
、
ハ
ツ
キ
リ
さ
せ
よ
で
は
 

な
い
力
 

笹
川
指
導
協
は
「
官
」
、
連
 

絡
協
は
「
民
」
官
民
一
体
と
な
 

る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
主
体
 

性
は
「
民
」
が
と
る
べ
き
だ
と
 

車
の
生
活
も
ま
た
楽
し
 

「
老
人
保
健
法
が
で
き
る
と
、
検
内
が
手
伝
い
の
た
め
一
緒
に
暮
し
て
 

診
の
予
算
は
い
く
ら
で
す
か
。
何
人
 

ぐ
ら
い
、
ど
ん
な
体
制
で
や
る
ん
で
 

す
か
。
厚
生
省
へ
こ
ん
な
電
話
が
多
 

く
か
か
っ
て
き
ま
し
て
ね
。
 

名
前
は
言
わ
な
い
け
れ
ど
、
 

ど
う
も
検
診
屋
や
さ
ん
ら
し
 

い
よ
う
で
す
よ
。
」
 

老
人
保
健
法
の
思
わ
ぬ
反
 

響
と
、
き
き
し
に
ま
さ
る
検
 

診
屋
の
活
力
に
、
三
浦
局
長
 

は
複
雑
な
表
情
を
し
た
。
 

実
は
検
診
屋
ほ
ど
厚
か
ま
 

し
く
は
な
い
が
、
局
長
か
ら
 

直
接
厚
生
省
の
本
音
を
き
き
 

だ
そ
う
と
、
い
さ
さ
か
勢
い
込
ん
で
 

き
た
の
だ
が
、
局
長
室
の
雰
囲
は
ゆ
つ
 

た
り
と
し
て
い
る
し
、
局
長
も
ま
た
、
 

こ
の
部
屋
の
主
ら
し
く
泰
然
と
し
て
、
 

IIり
口
は
ま
こ
と
に
ソ
フ
ト
。
 

話
題
は
い
つ
し
か
、
局
長
べ
︱
ス
 

に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
「
両
親
が
年
老
 

い
て
信
州
の
佐
久
に
い
ま
し
て
、
家
 

い
る
の
で
、
私
は
土
曜
に
信
州
に
行
つ
 

て
、
月
曜
の
朝
東
京
に
帰
る
生
活
で
 

す
よ
0」
 

袋
に
も
ぐ
り
込
む
こ
と
が
多
い
と
言
 

う
。
 「

朝
食
は
岩
魚
で
も
釣
れ
よ
う
も
 

の
な
ら
、
石
を
集
め
て
炉
を
つ
く
り
、
 

さ
つ
そ
く
塩
焼
き
の
準
備
で
す
よ
。
 

い
い
も
ん
で
す
よ
。
山
の
朝
の
空
気
 

は
。
」
 

「
魚
が
釣
れ
な
か
っ
た
は
ど
う
す
 

厚
生
省
 

公
衆
衛
生
局
長
 

浦
大
 

運
転
歴
ニ
〇
年
。
行
き
帰
り
に
 

使
っ
て
い
る
車
の
中
に
は
、
洗
面
道
 

具
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
寝
袋
、
炊
 

飯
器
、
釣
と
絵
の
道
具
、
そ
れ
に
簡
 

単
な
山
登
り
用
品
ま
で
乗
せ
て
い
て
、
 

信
州
へ
行
く
途
中
、
山
合
い
の
溪
流
 

に
沿
つ
て
気
に
入
つ
た
場
所
に
車
を
 

止
め
、
う
し
ろ
の
座
席
を
倒
し
て
寝
 

る
ん
で
す
か
。
」
と
水
を
向
け
た
ら
 

「
そ
の
と
き
は
缶
詰
さ
。
」
街
い
も
 

な
く
、
さ
ら
つ
と
答
え
て
く
れ
た
。
 

「
こ
の
人
が
旗
を
振
る
ん
な
ら
、
 

三
〇
冗
胃
集
検
を
や
り
と
げ
な
け
れ
 

ば
、
申
し
わ
け
な
い
な
。
」
 

そ
ん
な
気
持
が
湧
い
て
き
た
。
 

「
春
の
野
山
は
い
い
で
す
よ
。
山
 

菜
の
豊
庫
で
、
ふ
き
の
と
う
、
つ
く
 

し
、
わ
ら
び
な
ど
食
べ
物
に
は
事
欠
 

き
ま
せ
ん
。
タ
ラ
の
芽
で
も
あ
ろ
う
 

も
の
な
ら
、
早
速
家
内
に
天
ぷ
ら
に
 

し
て
も
ら
う
ん
で
す
。
う
ま
い
で
す
 

よ
。
」
 

そ
の
せ
い
か
局
長
の
血
色
は
健
康
 

そ
の
も
の
。
「
老
人
保
健
法
は
で
す
ね
。
 

…
…
」
な
ど
と
話
し
込
む
気
 

負
は
ま
つ
た
く
感
じ
ら
れ
な
 

い
が
、
「
ま
あ
、
見
事
に
仕
上
 

げ
て
み
せ
ま
す
よ
。
」
と
口
に
 

だ
さ
な
い
自
信
が
感
じ
ら
れ
 

た
，
 

^
 

「
関
越
自
動
車
道
を
藤
岡
 

で
降
り
れ
ば
、
下
仁
田
で
さ
 

わ
や
か
な
コ
ン
二
ャ
ク
の
刺
 

身
が
食
べ
ら
れ
る
し
、
中
央
 

自
動
車
道
を
降
り
れ
ば
甲
府
 

の
近
く
で
，
ほ
う
と
う
，
.が
食
べ
ら
 

れ
る
ん
で
す
。
車
の
生
活
も
楽
し
い
 

も
ん
で
す
。
」
激
務
の
間
の
僅
か
な
時
 

間
を
活
か
す
、
局
長
の
心
の
豊
か
さ
 

が
羨
ま
し
い
。
胃
集
検
に
つ
い
て
は
、
 

「
精
度
管
理
。
」
こ
の
ひ
と
言
が
耳
に
 

残
っ
た
。
(き
い
た
人
，
木
内
達
弥
，
 

平
本
義
一
〉
 

田
心
う
。
 

志
賀
組
織
は
「
官
」
だ
が
 

中
味
は
「
民
」
、
衛
生
部
で
で
き
 

な
い
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
。
 

〃
子
宮
が
ん
,は
衛
生
部
で
で
 

き
な
か
っ
た
実
施
機
関
の
立
入
 

り
検
査
を
す
る
。
。
胃
が
ん
"も
 

や
っ
た
ら
い
い
。
越
権
行
為
な
 

ど
と
い
わ
な
い
で
素
直
に
受
け
 

入
れ
た
ら
い
い
。
 

市
川
厚
生
省
の
審
議
会
も
 

老
人
保
健
部
会
の
胃
が
ん
専
門
 

委
員
会
も
組
織
は
「
官
」
だ
が
 

中
味
は
「
民
」
で
す
よ
。
各
県
 

の
連
絡
協
は
、
県
内
に
あ
る
胃
 

集
検
の
す
ベ
て
の
組
織
を
包
括
 

し
て
、
I例
え
ば
実
施
機
関
 

も
医
師
会
も
保
健
所
も
参
加
さ
 

せ
る
。
そ
の
点
新
潟
ス
タ
イ
ル
 

が
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。
こ
れ
 

か
ら
は
、
実
施
主
体
の
市
町
村
 

も
協
議
会
に
入
つ
て
く
る
か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
司
題
を
 

福
島
茂
夫
 

討
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
よ
 

う
し
、
実
力
の
あ
る
協
議
会
の
 

代
表
が
指
導
協
に
入
る
べ
き
で
 

し
ょ
う
。
 

木
内
最
後
に
ひ
と
こ
と
。
 

今
後
は
実
施
機
関
の
側
だ
け
で
 

な
く
、
受
診
者
の
側
か
ら
も
問
 

題
を
考
え
る
べ
き
で
し
よ
う
ね
。
 

第
I次
実
據
額
査
に
よ
る
 

都
県
別
実
施
機
関
 
〇
印
は
 

本
会
《
会
員
 

【
最
終
報
】
 

【
千
葉
県
】
 

山
武
郡
横
芝
町
〇
笹
本
病
院
 

千
葉
簡
易
保
険
診
療
所
，
0千
 

葉
社
会
保
険
病
院
，
匝
搓
郡
光
 

町
東
陽
病
院
，
船
橋
中
央
診
療
 

所
 【

神
奈
川
県
】
 

厚
木
自
動
車
部
品
診
療
所
，
 

川
崎
胃
腸
病
院
0川
崎
中
央
病
 

院
丄
足
浜
健
診
セ
ン
タ
ー
，
東
 

京
健
康
管
理
セ
ン
タ
︱
，
東
芝
 

堀
川
工
場
健
康
管
理
室
，
日
本
 

精
ェ
藤
沢
診
療
所

富̂
士
通
川
 

崎
病
院
，
富
士
フ
ィ
ル
ム
健
康
 

管
理
セ
ン
タ
︱
，
〇
伊
勢
原
協
 

同
病
院
 

【
山
梨
県
】
 

甲
南
健
康
福
祉
協
会
，
山
梨
 

甲
陽
病
院
 

【
長
野
県
】
 

〇
安
さ
病
院
，
〇
小
諸
厚
生
 

病
院
，
〇
佐
久
総
合
病
院
，
〇
 

新
町
病
院
，
0
北
信
総
合
病
 

院
，
〇
松
代
病
院
，
松
本
医
師
 

会
医
療
セ
ン
タ
ー
全
日
本
労
 

働
福
祉
協
会
長
野
県
支
部
，
〇
 

富
士
見
高
原
病
院
 

【
新
糞
】
 

魚
沼
総
合
病
院
，
下
越
胃
集
 

団
検
診
協
議
会
，
済
生
会
三
条
 

病
院
.三
之
町
病
院
，
〇
田
代
 

消
化
器
科
病
院
，
第
一
健
康
管
 

理
診
療
所
，
〇
文
京
病
院

大̂
 

和
町
農
村
検
診
セ
ン
タ
嵐
 

南
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
，
〇
 

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
 

院
，
〇
一
一
市
北
蒲
原
郡
総
合
健
 

康
開
発
セ
ン
タ
︱
 

【
東
京
都
】
 

〔
足
立
区
〕
日
新
環
境
調
査
セ
 

ン
タ
ー
 

〔
荒
川
区
〕
日
本
成
人
病
検
診
 

協
会
康
仁
診
療
所
 

〔
板
檷
区
〕
光
生
会
診
療
所
健
 

康
管
理
セ
ン
タ
ー
 

〔
北
区
〕
田
端
巡
回
検
診
診
療
 

所
 

〔
江
東
区
〕
〇
日
本
予
防
医
学
 

協
会
(
港
区
の
再
掲
)
 

〔
渋
谷
区
〕
〇
東
京
公
衆
衛
生
 

研
究
所
渋
谷
診
療
所
 

〔
新
宿
区
〕
〇
新
宿
住
友
ク
リ
 

二
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
，
〇
新
宿
 

セ
ン
タ
︱
ビ
ル
ク
リ
ュ
ッ
ク
^ 

〇
新
宿
三
井
ビ
ル
ク
リ
ニ
ッ
 

ク

中̂
央
医
科
学
検
査
セ
ン
 

タ
早
稲
田
診
療
所
，
〇
 

東
京
医
大
病
院
芦
沢
内
科
 

〔
杉
並
区
〕
城
西
病
院
，
杉
並
 

西
保
健
所
 

〔
世
田
谷
区
〕
世
田
谷
区
保
健
 

セ
ン
タ
︱
 

〔
台
東
区
〕
〇
永
寿
総
合
病
院
 

〔
中
央
区
〕
金
子
診
療
所
，
京
 

橋
健
診
セ
ン
タ
ー
，
商
工
組
 

合
中
央
金
庫
健
康
管
理
セ
ン
 

タ
︱
.日
本
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
. 

富
士
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
，
 

〇
三
井
不
動
産
医
務
室
 

〔
千
代
田
区
〕
霞
山
診
療
所
，
 

神
田
司
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
.公
 

庫
ビ
ル
内
科
診
療
所
，
帝
人
 

診
療
所
，
〇
電
設
工
業
健
保
 

診
療
所
，
東
京
海
上
火
災
診
 

療
所
，
〇
東
京
顕
微
鏡
院
~ 

東
洋
信
託
銀
行
東
京
診
療
 

所
，
日
興
証
券
本
店
診
療
 

所
き
〇
福
音
医
療
協
会
 

〔
豊
島
区
〕
〇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
 

ク
リ
ニ
ッ
ク
，
〇
サ
ン
虎
の
 

門
ク
リ
ニ
ッ
ク
.0平
塚
胃
 

腸
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

〔
練
馬
区
〕
〇
西
武
病
院
，
平
 

和
台
診
療
所
 

〔
文
区
〕
富
坂
診
療
所
 

〔
港
区
〕
鹿
島
建
設
診
療
所
-

〇
済
生
会
中
央
病
院
，
き
動
 

車
振
興
会
健
保
組
合
，
永
沢
 

ク
リ
ニ
ッ
ク

日̂
産
厚
生
診
 

療
所
 

〔
目
黒
区
〕
千
代
田
生
命
診
療
 

所
 

〔
八
王
子
市
〕
中
央
大
学
保
健
 

セ
ン
タ
ー
，
八
王
子
通
信
診
 

療
所
 

〔
三
腹
市
〕
〇
野
村
病
院
 

〔
立
川
市
〕
立
川
市
中
央
病
院
 

成
人
病
セ
ン
タ
ー
，
〇
国
家
 

公
務
員
共
済
組
合
立
川
病
院
 

〔
福
生
市
〕
福
生
病
院
 

〔
武
蔵
村
山
市
〕
日
産
自
動
車
 

村
山
工
場
診
療
所
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ファイバ一スコープ付ガストロカメラ 
オリンノマス017？1^83^84 

\ 
6 丁「了̂  8 3 

一眼レフ化先端カメラ方式の生検型。 
観察、撮影、組織診断に威力を発揮。 
攀確実な撮彩ができる一眼レフ方式。 

拿&にシステムにより簡単'確実に自勳撮影が 

行なえます 
きレンズ面の汚れを簡単に取る洗滌機構のため、 
シャープな映像を約束します。 
き人間工学を追求した設計で掺作性は抜群。 

^ ！ ^ ^ ^ ^ 1 ^ オ リ ン パ ス 光 学 工 業 株 式 会 社 / オ リ ン パ ス 販 売 株 式 会 社 
^ ^ ^ ^ |\^^^^^^^カタログ'パンフレット等のご1齊求は罄101東京都千代田区神田^:可台3，401|名館ヒル）003(251)8971 

もう肉視鏡検査は 
苦し^ありません 

女世界で一番細い6.4(^01女 

上部消化管用ファイバースコープ 

フジノン1X31-80 

新头：71： 
^大変のませ易い細さ6.4(^^1です。 

き食道'胃'十二指腸を簡単に検査できます。 
肇細いスコープでありながら，観察性能に 
優れています。 
鲁シャッターを押すだけでクリア一な写真記 

録が得られます。 

^ |富士写麇光機桄式会社 
亍330 ±奇玉県大宮巿植竹町厂 き324番地 

東京，礼帽，名古屋，大阪，広島，福岡 

新しいタイプの止瀉剤 
下痢の対症療法に 
鲁すぐれた止漓効果参効果発現が速やか参難治性の下痢にも有用 

止瀉剤 

ロぺが 
—ロぺミンカプセル 

塩酸1=1ペラミドカプセリレ〉 

0 大 日 本 製 
1X^7大阪市東区道修町3 — 25 
V ノ提携ヤンセンファ一マス一ティカ 

( ベルギー） 

一拿適応症 
" 下痢症 
會用法，用量 
塩酸口ペラミドとして， 
通常，成人に1日！～2^ 
を1～2回に分割経口投 
与する.なお，症状に 
より適宜增減する. 
鲁使用上の注意添付 
文害をご参照くださし、. 
會包装100カプセル 

500カプセル 
攀薬価基準収載品 

変 革 す る 医 療 と 

明 日 の 保 健 事 業 

5 月 2 8 曰 

日 経 ホ ー ル 

な
す
人
。
日
本
放
射
線
医
学
会
 

の
重
鎮
。
 

胃
集
検
に
対
す
る
該
博
な
識
 

見
に
は
定
評
が
あ
り
、
日
本
胃
 

集
検
学
会
の
理
事
と
し
て
、
学
 

会
発
展
に
寄
与
し
た
功
縯
は
大
 

き
く
、
特
別
講
演
に
は
大
き
な
 

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

ラ
ン
志
賀
信
雄
，
栃
木
県
保
健
 

衛
生
事
業
団
の
一
一
氏
が
司
会
を
 

担
当
。
出
検
診
シ
ス
テ
ム
の
確
 

立
、
④
企
画
、
運
営
か
ら
フ
ォ
 

口

 
︱
ま
で
の
役
割
分
担
と
連
携
、
 

@県
、
市
町
村
、
保
健
所
は
何
 

を
す
る
の
か
、
0行
政
と
医
療
 

機
関
を
つ
な
ぐ
保
健
婦
の
役
 

割
、
3受
診
者
拡
大
と
精
度
管
 

理
、

各̂
県
ご
と
の
指
導
協
に
 

何
を
期
待
す
る
か
︱
検
診
現
場
 

か
ら
の
要
望
を
ど
う
反
映
さ
せ
 

て
い
く
か
、
5ど
う
す
れ
ば
X̂
 

胃
集
検
は
可
能
か
な
ど
に
つ
い
 

て
デ
イ
ス
カ
ツ
サ
︱
一
〇
名
、
 

こ
の
中
に
は
佃
篤
彦
，
福
岡
県
 

衛
生
部
長
、
久
道
茂
，
東
北
大
 

学
教
授
の
顔
も
み
え
、
発
言
者
 

八
名
、
特
別
発
言
二
名
に
よ
つ
 

て
討
論
が
行
わ
れ
る
。
 

な
ぜ
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
︱
ブ
ル
 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
か
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
で
は
、
老
 

人
保
健
法
に
よ
っ
て
初
め
て
法
 

制
化
し
た
胃
集
検
の
発
足
に
当
 

り
、
と
も
か
く
腰
を
据
え
て
問
 

題
点
を
徹
底
的
に
論
議
し
、
こ
 

れ
を
踏
ま
え
て
、

冗̂
胃
集
検
 

の
目
標
を
達
成
す
る
ス
プ
リ
ン
 

グ
ボ
ー
ド
に
し
た
い
と
の
願
望
 

を
秘
め
て
、
こ
の
企
画
を
決
定
 

し
た
。
演
者
、
発
言
者
は
胃
集
 

検
の
第
一
人
者
。
国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
で
テ
ー
ブ
ル
を
叩
い
た
 

熱
烈
討
論
の
再
現
を
期
待
し
た
 

1̂
入
江
名
誉
教
授
と
三
浦
局
長
 

講
演
 

特
別
講
演
の
「
い
ま
言
っ
て
 

お
き
た
い
こ
と
」
は
、
入
江
英
 

雄
，
九
大
名
誉
教
授
の
放
射
線
 

専
門
医
の
先
達
と
し
て
の
、
 

久
々
に
格
調
高
い
内
容
の
講
演
 

が
楽
し
み
だ
し
、
三
浦
大
助
^ 

厚
生
省
公
衆
衛
生
局
長
か
ら
 

担
は
、
昭
和
五
十
年
度
日
本
胃
 

集
団
検
診
学
会
総
会
の
会
長
を
 

つ
と
め
た
市
川
平
三
郎
.現
国
 

立
が
ん
セ
ン
タ
︱
病
院
長
の
好
 

意
的
な
協
力
を
得
た
。
こ
れ
が
 

前
例
と
な
っ
て
、
毎
年
日
本
胃
 

集
検
学
会
総
会
会
長
の
協
力
を
 

得
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

わ
が
国
の
胃
集
検
は
、
厳
密
 

な
意
味
で
系
列
化
と
は
言
え
な
 

い
ま
で
も
、
日
本
対
ガ
ン
協
会
、
 

全
国
厚
生
連
、
医
師
会
、
結
核
 

予
防
会
、
済
生
会
な
ど
に
属
す
 

る
機
関
や
府
県
立
が
ん
セ
ン
 

タ
ー
、
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
 

単
独
集
検
機
関
な
ど
に
よ
つ
て
 

行
わ
れ
て
お
り
、
横
の
連
絡
は
 

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
 

そ
こ
で
老
人
保
健
法
の
施
行
 

さ
れ
た
い
ま
、
全
胃
合
研
は
、
 

今
日
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
基
 

盤
の
上
に
立
っ
て
、
す
べ
て
の
 

胃
集
検
従
事
者
の
期
待
に
応
え
 

る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
も
の
と
田
つ̂
。
 

は
、
「
老
人
保
健
法
と
胃
集
検
」
 

の
国
の
施
策
の
基
本
理
念
が
示
 

さ
れ
、
胃
集
検
の
今
後
の
あ
り
 

方
の
示
唆
が
期
待
さ
れ
る
。
 

維
新
前
夜
を
思
わ
せ
る
 

発
展
拡
充
の
昼
食
会
 

今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
 

て
、
日
経
ホ
︱
ル
大
会
議
室
で
、
 

全
国
か
ら
参
集
し
た
胃
集
検
関
 

係
者
の
中
か
ら
百
名
が
、
医
師
、
 

保
健
婦
、
放
射
線
技
師
、
事
務
 

担
当
者
、
行
政
官
等
職
能
の
枠
 

を
越
え
て
、
老
人
保
健
法
施
行
 

を
契
機
に
、
「
今
、
わ
れ
わ
れ
は
 

何
を
す
べ
き
か
」
と
の
命
題
を
 

掲
げ
て
、
「
全
胃
合
研
の
発
展
拡
 

充
の
た
め
の
昼
食
会
」
を
行
う
。
 

わ
が
国
の
集
団
検
の
あ
り
方
 

は
、
老
人
保
健
法
の
健
康
診
査
 

事
業
を
軸
と
し
て
、
き
わ
め
て
 

流
動
的
と
な
っ
て
お
り
、
古
い
 

衣
を
捨
て
て
、
新
し
い
装
い
を
 

も
っ
て
、
が
ん
予
防
活
動
を
展
 

開
す
べ
き
維
新
前
夜
の
感
が
ぁ
 

る
。
過
去
八
回
の
全
胃
合
研
を
 

主
宰
し
た
世
話
人
の
顔
も
揃
 

い
、
集
会
マ
ネ
ー
ジ
ャ
︱
に
は
 

久
道
茂
.東
北
大
学
教
授
が
予
 

定
さ
れ
る
な
ど
、
「
さ
あ
、
行
け
 

00ゾ
0？
0ズ
」
の
気
運
が
す
 

で
に
盛
り
上
つ
て
い
る
。
I 

全
国
胃
集
検
合
同
研
究
会
 

(
略
称
全
胃
合
研
)
の
発
足
は
、
 

昭
和
五
十
年
五
月
七
日
の
東
 

京
，
厚
生
年
金
ホ
︱
ル
で
第
一
 

回
創
立
記
念
全
国
大
会
で
あ
 

る
。
 

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
田
中
 

正
己
厚
生
大
臣
、
武
見
太
郎
日
 

本
医
師
会
長
、
黒
川
利
雄
癌
研
 

附
属
病
院
名
誉
院
長
、
石
本
茂
 

参
議
院
議
員
な
ど
が
出
席
さ
れ
 

て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
 

ま
こ
と
に
華
ば
な
し
い
幕
開
け
 

で
あ
っ
た
。
 

こ
こ
か
ら
、
全
胃
合
研
の
歴
 

史
が
は
じ
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
 

実
は
前
史
と
も
言
う
ぺ
き
時
代
 

が
そ
れ
以
前
に
約
五
年
あ
る
。
 

，
」
の
前
史
こ
そ
が
全
胃
合
研
の
 

す
べ
て
を
物
12る
も
の
と
言
つ
 

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
 

昭
和
四
十
六
年
、
日
本
胃
集
 

団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
 

会
が
発
足
し
て
間
も
な
い
頃
、
 

胃
集
検
に
お
け
る
放
射
線
技
師
 

と
保
健
婦
の
役
割
を
重
視
、
自
 

由
に
研
究
活
動
を
さ
せ
る
べ
き
 

だ
。
胃
集
検
は
そ
の
性
格
上
、
 

医
師
だ
け
の
研
究
活
動
で
は
、
 

拡
充
を
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
 

い
と
の
意
見
が
起
こ
っ
た
。
 

一
方
、
学
会
の
中
に
医
師
以
 

外
の
放
射
線
技
師
や
保
健
婦
に
 

独
自
性
を
認
め
る
と
、
数
的
に
 

医
師
よ
り
も
多
く
な
り
、
学
会
 

運
営
に
支
障
を
来
す
懸
念
が
あ
 

る
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
問
題
 

で
あ
る
と
の
反
論
も
生
ま
れ
、
 

関
東
甲
信
越
地
方
会
は
発
足
 

早
々
か
ら
大
き
な
課
題
を
か
か
 

え
こ
ん
で
し
ま
つ
た
。
 

討
論
は
活
発
だ
っ
た
。
結
局
 

翌
四
十
七
年
の
事
業
と
し
て
、
 

保
健
婦
部
会
と
放
射
線
技
師
部
 

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
世
話
 

人
会
、
総
会
で
正
式
に
承
認
さ
 

れ
た
。
 

今
で
こ
そ
胃
集
検
の
地
方
会
 

に
保
健
婦
部
会
や
放
射
線
技
師
 

部
会
を
設
け
る
こ
と
は
、
至
極
 

当
然
と
思
う
よ
う
に
な
つ
て
い
 

る
が
、
当
時
は
ガ
リ
レ
オ
の
地
 

動
説
が
口
 
︱
マ
法
皇
庁
を
揺
が
 

し
た
の
に
似
た
、
趣
き
あ
が
つ
 

た
。
 

一
方
、
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

に
は
、
ガ
リ
レ
オ
的
な
信
念
を
 

押
し
通
し
て
ゆ
く
不
退
転
の
力
 

と
、
力
を
作
っ
て
ゆ
く
リ
ベ
ラ
 

ル
な
気
風
が
あ
つ
た
よ
う
に
思
 

ラ
0
 こ

の
こ
と
が
、
保
健
婦
、
放
 

射
線
技
師
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
 

相
ま
っ
て
、
そ
の
後
の
そ
れ
ぞ
 

れ
の
部
会
活
動
を
画
期
的
な
も
 

の
に
盛
り
上
げ
て
い
っ
た
。
 

専
門
医
集
団
が
総
力
を
あ
げ
 

て
支
援
す
る
関
東
甲
信
越
地
方
 

会
の
保
健
婦
、
放
射
線
技
師
の
 

部
会
活
動
が
、
全
国
的
に
伝
え
 

ら
れ
る
の
に
つ
れ
て
、
大
き
な
 

衝
撃
と
な
っ
た
。
羨
望
の
念
さ
 

え
も
起
こ
さ
せ
た
と
き
く
。
 

「
関
東
の
活
動
を
わ
れ
わ
れ
 

に
も
」
こ
の
声
は
年
々
大
き
く
 

な
っ
た
。
五
十
年
、
つ
い
に
関
 

東
甲
信
越
地
方
会
の
保
健
婦
部
 

会
、
放
射
線
技
師
部
会
が
中
心
 

と
な
つ
て
、
全
国
的
に
保
健
婦
、
 

放
射
線
技
師
、
事
務
担
当
者
等
 

す
べ
て
を
包
括
し
て
研
究
大
集
 

会
を
や
ろ
う
と
決
定
し
て
、
第
 

一
回
の
全
胃
合
研
に
結
実
し
た
 

の
で
あ
る
。
 

大
会
の
運
営
、
^̂
な
負
 

全
胃
合
研
の
経
過
と
展
望
 

世

話

人

笹

川

道

三
 

わ
が
国
の
医
療
の
あ
り
方
は
 

い
ま
静
か
に
、
し
か
し
巨
大
な
 

エ
ネ
ル
ギ
︱
を
も
っ
て
変
革
し
 

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
 

I！
I-1 

底
の
マ
ン
ト
ル
の
動
き
に
も
似
 

て
い
る
。
 

第
一
は
医
療
原
資
の
頭
打
ち
 

で
あ
る
。
03:2；
？
の
拡
大
が
み
 

：
:
 

ら
れ
な
い
限
り
医
療
原
資
の
増
 

額
の
望
み
は
な
い
。
パ
イ
は
有
 

限
な
の
だ
。
第
二
は
医
師
の
急
 

増
で
あ
る
。
一
県
一
医
大
が
実
 

現
し
、
ほ
ぼ
人
口
一
一
一
〇
万
に
 

対
し
一
〇
〇
人
の
医
師
が
毎
年
 

養
成
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
省
の
 

策
定
し
た
人
口
一
 〇
万
対
医
師
 

一
五
〇
人
も
達
成
目
前
で
あ
 

る
。
第
三
は
医
用
機
器
の
高
額
 

化
。
第
四
は
若
年
医
師
の
意
識
 

の
変
容
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
に
起
因
さ
れ
る
き
し
 

み
的
現
象
が
各
所
に
み
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
つ
て
き
た
。
そ
の
 

つ
一
つ
は
こ
こ
に
取
り
上
げ
な
 

い
が
、
保
健
事
業
も
こ
の
変
革
 

の
域
外
で
は
な
い
。
従
来
の
方
 

式
の
踏
襲
だ
け
で
は
そ
の
位
置
 

を
保
持
し
て
行
く
こ
と
は
困
難
 

で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
 

き
た
い
。
自
ら
の
明
日
は
自
ら
 

作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

參
会
員
募
集
參
 

が
@老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
胃
集
検
は
法
律
；
；
 

に̂
基
き
、
都
県
単
位
に
一
元
的
総
合
計
画
に
よ
っ
て
；
一
 

一
；
実
施
さ
れ
る
。
い
ま
こ
そ
、
情
報
の
交
換
、
協
同
研
ハ
 

究̂
の
必
要
性
が
倍
加
さ
れ
て
き
た
。

 

ュ
 

^
 @胃
集
検
実
施
機
関
，
実
施
団
体
，
胃
集
検
に
従
事
；
；
 

一
一
す
る
医
師
，
放
射
線
技
師
，
保
健
婦
，
看
護
婦
，
事
；
；
 

務
系
職
員
な
ど
本
会
に
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
\
 

@団
体
会
員
.実
施
機
関
、
団
体
が
単
位
で
、
従
事
；
一
 

一；
 

者
は
包
括
さ
れ
ま
す
。
年
会
費
三
万
円
^
 

一
；
@
個
人
会
員
^
胃
集
検
に
従
事
す
る
個
人
；
；
 

；;

 

年
会
費
三
千
五
百
円
；
：
 

5

 
@
申
込
方
法
.
本
会
に
お
ハ
ガ
キ
下
さ
い
。
無
料
で
一
；
 

：;

 

書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

 

；

；
 

老
人
保
健
施
行
記
念
、
第
九
回
全
国
 

胃
集
検
合
同
研
究
会
は
、
厚
生
省
、
日
 

本
医
師
会
、
日
本
対
ガ
ン
協
会
の
後
援
 

を
得
て
五
月
二
十
八
日
、
東
京
.大
手
 

町
日
経
ホ
︱
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
 

特
別
講
演
は
わ
が
国
の
胃
集
検
の
草
 

分
け
で
あ
る
九
州
大
学
入
江
英
雄
名
誉
 

教
授
と
三
浦
大
助
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
 

長
の
超
豪
華
版
、
パ
ネ
ル
は
「
精
度
管
 

理
を
主
題
に
演
者
八
名
、
発
言
者
一
一
一
 

名
、
指
定
発
言
三
名
、
ラ
ウ
ン
ド
デ
ィ
 

ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
の
主
題
は
「

冗̂
胃
集
 

検
」
演
者
一
〇
名
、
発
言
者
八
名
、
特
 

別
発
言
一
一
名
の
再
び
聞
け
な
い
大
企
 

画
。
 

一
千
名
の
大
研
修
集
会
を
目
ざ
し
 

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
一
万
部
配
布
を
完
 

了
。
当
日
の
盛
会
が
期
待
さ
れ
る
。
 

胃
集
検
の
草
分
け
 

入
江
名
誉
教
授
 

特
別
講
演
の
た
め
九
州
か
ら
 

上
京
さ
れ
る
入
江
英
雄
.九
大
 

名
誉
教
授
は
、
わ
が
国
の
胃
集
 

検
の
草
分
け
で
、
東
北
大
学
の
 

黒
川
利
雄
名
誉
教
授
と
双
壁
を
 

第
9
回
全
国
胃
集
検
合
同
研
究
会
 

6\
 

ネ
ル
.精
度
管
理
の
問
題
点
 

午
後
九
時
三
五
分
か
ら
パ
ネ
 

ル
「
胃
集
検
に
お
け
る
精
度
管
 

理
と
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に
ヰ
 

馬
康
男
.鹿
児
島
県
読
影
委
員
、
 

菅
原
伸
之
，
宮
城
県
対
が
ん
協
 

会
の
一
一
氏
が
司
会
を
担
当
、
3
 

胃
集
検
に
お
け
る
精
度
管
理
と
 

は
、

診̂
新
結
果
の
把
握
管
理
 

」
診
断
精
度
の
検
定
、
受̂
診
 

者
管
理
と
検
診
計
画
、
5
診
 

断
.撮
影
の
技
術
管
理
と
機
器
 

の
管
理
、

記̂
録
管
理
、
追
跡
 

調
査
か
ら
が
ん
登
録
ま
で
に
つ
 

い
て
討
論
す
る
。
 

基
調
講
演
は
本
会
精
度
管
理
 

研
究
班
員
と
し
て
、
「
胃
集
検
の
 

精
度
管
理
」
の
草
稿
に
健
筆
を
 

振
っ
た
宮
下
美
生
氏
が
行
う
。
 

デ
イ
ス
カ
ツ
サ
ー
八
名
、
発
言
 

一
二
名
、
指
定
発
言
三
名
は
、
 

い
ず
れ
も
胃
集
検
に
こ
の
人
あ
 

り
と
、
豊
か
な
業
績
を
も
つ
専
 

門
家
ば
か
り
。
 

こ
の
豪
華
な
布
陣
を
、
わ
が
 

国
の
胃
集
検
の
南
と
北
を
代
表
 

す
る
司
会
者
が
ど
う
さ
ば
い
て
 

い
く
か
、
期
待
に
胸
が
踊
る
パ
 

ネ
ル
で
あ
る
。
 

笹
川
道
三
世
話
人
は
、
フ
ロ
 

ァ
ー
か
ら
活
発
に
意
見
を
出
し
 

て
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し
 

い
と
要
望
し
て
い
る
。
 

大
討
論
.新
し
い
胃
集
検
の
展
加
 

午
後
一
一
時
〇
五
分
か
ら
の
ラ
 

ゥ
ン
ド
テ
︱
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
 

シ
ョ
ン
は
「
新
し
い
胃
集
検
の
 

展
開

冗̂
胃
集
検
へ
の
挑
戦
」
 

と
厚
生
省
が
掲
げ
た
目
標
完
遂
 

へ
の
意
欲
を
示
し
た
テ
︱
マ
を
 

胃
集
検
を
現
場
で
知
り
つ
く
，
 

た
田
村
浩
ー
，
北
海
道
対
が
ん
 

協
会
と
栃
木
県
衛
生
部
長
と
、
 

て
敏
婉
を
振
っ
た
行
政
の
ぺ
テ
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桑
の
検
討
終
る
 

胃
集
検
精
度
向
上
に
拍
車
 

出
す
る
と
と
も
に
、
本
会
の
団
 

体
会
員
に
配
布
さ
れ
る
。
同
時
 

に
、
こ
の
「
手
引
」
を
全
国
の
 

胃
集
検
専
門
医
、
並
び
に
従
事
 

者
に
供
覧
す
る
た
め
、
日
本
消
 

化
器
集
団
検
診
学
会
誌
「
消
化
 

器
集
団
検
診
」
に
投
稿
す
る
。
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
で
 

は
渉
外
委
員
会
(
高
橋
淳
委
員
 

長
)
が
検
討
の
上
、
同
学
会
制
 

定
の
「
精
度
管
理
基
準
」
に
な
 

る
見
込
み
で
あ
る
。
 

昭
和
五
十
七
年
六
月
、
放
射
 

線
技
師
部
会
の
実
態
調
査
班
 

(
村
西
久
幸
班
長
^
大
槻
清
 

孝
.
斉
藤
裕
久
技
師
)
が
胃
集
 

検
放
射
線
装
置
等
の
実
態
調
査
 

を
行
っ
た
の
に
端
を
発
し
、
調
 

査
結
果
の
問
題
点
を
踏
ま
え
 

て
、
同
年
十
一
一
月
一
日
の
精
度
 

管
理
研
究
班
会
議
で
正
式
に
、
 

「
手
引
」
の
中
に
、
放
射
線
装
置
 

胃
集
検
用
放
射
線
装
置
等
の
精
度
管
理
基
準
策
定
 

を
契
機
に
本
会
と
日
本
放
射
線
機
器
工
業
会
の
協
調
 

体
制
が
確
立
し
、
揮
か
し
い
成
果
を
収
め
つ
つ
あ
る
。
 

胃
集
検
に
と
つ
て
放
射
線
装
置
等
の
機
材
の
能
力
 

の
向
上
、
保
守
管
理
、
円
滑
な
る
供
給
は
不
可
欠
で
 

あ
り
、
こ
こ
に
協
調
の
必
要
性
と
意
義
が
あ
る
。
 

ニ
ー

 社
。
 

そ
し
て
、
十
一
一
月
十
五
日
、
 

日
本
放
射
線
機
器
工
業
会
の
東
 

常
義
専
務
理
事
、
関
義
孝
技
術
 

部
長
、
東
芝
.橋
本
健
ニ
郎
技
 

監
、
日
立
.
川
島
勲
特
機
事
業
 

本
部
長
、
島
津
丄
尸
口
智
太
郎
 

部
長
、
厚
生
省
，
土
居
真
技
官
 

本
会
か
ら
市
川
平
三
郎
世
話
人
 

代
表
と
精
度
管
理
研
究
班
員
が
 

出
席
し
て
、
「
胃
集
検
の
放
射
線
 

装
置
等
の
精
度
管
理
懇
談
会
」
 

を
開
催
、
村
西
久
幸
技
師
(神
奈
 

川
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
︱
)が
 

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
装
 

置
等
の
精
度
管
理
基
準
案
を
検
 

討
し
成
案
を
得
る
こ
と
と
し
た
。
 

検
討
機
関
と
し
て
、
日
本
放
 

射
線
機
器
工
業
会
に
も
専
門
委
 

員
会
を
設
置
(
三
面
参
照
)
し
、
 

村
西
班
と
協
議
検
討
す
る
こ
と
 

に
な
っ
た
。
五
十
七
年
一
月
第
 

一
回
協
議
か
ら
、
つ
づ
け
て
三
 

回
検
討
を
重
ね
、
精
度
管
理
基
 

準
案
作
成
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
で
 

進
展
し
、
工
業
会
の
委
員
全
員
 

と
本
会
精
度
管
理
研
究
班
全
員
 

と
の
第
一
回
合
同
会
議
を
三
月
 

十
八
日
に
開
催
、
作
業
の
現
状
 

と
方
針
を
確
認
し
、
そ
の
後
も
 

合
同
協
議
を
重
ね
て
、
よ
う
や
 

く
成
案
を
得
た
の
で
、
四
月
十
 

一
一
日
に
第
一
一
回
合
同
会
議
を
開
 

催
し
て
、
基
準
案
全
文
を
検
討
 

し
、
合
意
に
達
し
た
。
 

こ
れ
で
胃
集
検
用
放
射
線
装
 

置
等
の
精
度
管
理
基
準
策
定
の
 

等
の
精
度
管
理
基
！
61̂
て
盛
 

り
込
ま
れ
る
こ
と
が
し̂
た
。
 

胃
集
検
に
お
け
る
放
射
線
装
 

置
等
の
精
度
管
理
を
重
視
し
た
 

厚
生
省
は
日
本
放
射
線
機
器
ェ
 

業
会
に
働
き
か
け
、
同
会
は
0；
；
 

01一

 〇
三
委
員
会
(
一
一
面
参
 

照
)
を
設
置
し
、
本
会
の
村
西
 

班
と
協
力
し
て
、
0=201一

 

〇
 

三
委
員
会
と
村
西
班
そ
れ
ぞ
れ
 

の
原
案
を
も
と
に
検
討
を
重
ね
 

た
結
果
、
隔
合
案
と
し
て
よ
う
 

や
く
「
放
射
線
装
置
等
の
精
度
 

管
理
基
準
」
が
成
案
を
み
た
。
 

じ̂
I一

 
〇
三
委
員
会
の
委
 

員
は
、
「
工
業
会
と
し
て
も
こ
ん
 

な
に
頻
繁
に
会
合
し
て
、
熱
心
 

に
討
議
し
た
の
は
珍
し
い
」
と
 

熱
意
の
程
を
示
し
て
い
た
。
 

当
面
の
課
題
は
果
し
た
が
、
ェ
 

業
会
と
の
協
調
体
制
は
、
む
し
 

ろ
第
一
歩
を
無
事
に
踏
み
し
め
 

た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

放
射
線
装
置
等
は
日
進
月
歩
 

の
状
態
に
あ
り
、
こ
の
基
準
の
 

改
訂
、
装
置
等
の
保
守
管
理
体
 

制
の
確
立
、
旧
装
置
の
メ
タ
ル
 

へ
の
転
換
、
装
置
等
 

の
標
準
化
、
部
品
の
互
換
性
、
三
 

千
万
円
検
診
車
の
開
発
等
問
題
 

は
山
積
み
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

胃
集
検
を
ナ
メ
タ
広
告
 

求
む
/
. 

胃
部
集
検
用
X
線
車
(
中
古
車
)
を
購
人
い
た
し
た
 

く
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

(
尚
、
メ
ー
力
︱
及
び
タ
イ
プ
は
問
い
ま
せ
ん
。
^
 

細
は
双
方
で
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
)
 

医
療
法
人

 

病
院
 

0

 

担
当
 
ま
で
 

右
の
広
告
は
本
紙
の
も
の
で
 

は
な
い
。
日
本
放
射
線
技
師
会
 

の
機
関
紙
「
日
放
技
二
ュ
︱
ス
」
 

五
十
七
年
十
一
一
月
一
一
十
五
日
号
 

に
掲
戴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

メ
ー
力
ー
、
タ
イ
プ
を
問
わ
 

な
い
中
古
集
検
車
で
、
胃
集
検
 

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
装
置
 は

い
く
ら
古
く
て
も
保
守
管
理
 

が
行
き
と
ど
き
、
撮
影
技
術
が
 

優
秀
な
ら
、
最
新
装
置
に
遜
色
 

の
な
い
X線
写
真
が
撮
影
で
き
 

る
と
の
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
、
 

問
題
は
保
守
管
理
と
撮
影
技
術
 

を
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
保
証
し
 

て
い
る
か
で
あ
る
。
 

『̂
放
技
定
員
算
定
規
準
 

社
団
法
人
日
本
放
射
線
技
師
 

会
(
中
村
実
会
長
)
は
診
療
放
 

射
線
技
師
定
員
算
定
基
準
を
決
 

定
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
一
 

日
、
日
本
放
射
線
技
師
技
術
学
 

会
誌
に
会
告
し
た
。
 

胃
集
検
関
係
は
次
の
通
り
。
 

『
第
5回
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
〃
 

精̂
鋭
、
集
検
前
線
に
飛
び
立
つ
^
 

い
ま
や
放
射
線
技
師
部
会
の
 

基
幹
事
業
と
な
っ
た
消
化
管
撮
 

影
技
術
研
修
会
は
、
今
年
は
第
 

五
回
と
な
り
、
二
月
九
日
か
ら
 

十
三
日
ま
で
四
泊
五
日
の
日
程
 

で
、
千
葉
県
厚
生
年
金
休
暇
セ
 

ン
タ
︱
で
開
催
さ
れ
た
。
 

参
加
者
は
七
〇
名
、
山
形
県
、
 

愛
知
県
な
ど
か
ら
も
参
加
し
、
 

関
東
甲
信
越
地
方
の
放
射
線
技
 

師
を
対
象
に
し
た
研
修
会
か
ら
 

実
質
全
国
の
放
射
線
技
師
を
対
 

象
に
し
た
研
修
会
へ
と
変
貌
し
 

て
き
た
。
 

本
年
は
特
に
老
人
保
健
法
が
 

実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
放
 

射
線
技
師
の
消
化
管
撮
影
へ
の
 

関
心
は
高
く
、
参
加
希
望
者
が
 

多
く
全
員
受
け
入
れ
た
ら
百
名
 

を
越
え
る
趨
勢
で
あ
つ
た
が
、
 

研
修
効
果
の
点
か
ら
定
員
は
五
 

〇
名
と
の
意
見
も
強
く
、
七
〇
 

名
で
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
 

か
っ
た
。
 

研
修
会
は
九
日
開
講
式
に
つ
 

づ
い
て
市
川
平
三
郎
国
立
が
ん
 

セ
ン
タ
ー
病
院
長
の
特
別
講
演
 

「
早
期
診
断
と
早
期
発
見
」
を
 

中
心
に
し
た
放
射
線
技
師
へ
の
 

期
待
に
始
り
、
五
日
間
で
一
八
 

講
座
。
さ
ら
に
分
科
会
、
自
由
 

討
論
、
懇
親
会
と
連
夜
九
時
ま
 

で
び
っ
し
り
詰
っ
た
研
修
で
 

あ
っ
た
。
 

そ
れ
だ
け
に
一
つ
の
仕
事
を
 

や
り
遂
げ
た
閉
講
式
で
の
受
講
 

生
の
顔
は
晴
れ
や
か
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
研
修
会
か
ら
す
で
に
、
 

総
数
三
五
〇
名
の
消
化
管
専
門
 

技
師
が
胃
集
検
の
第
一
線
に
飛
 

び
立
つ
て
行
き
活
躍
し
て
い
る
。
 

老
人
保
健
法
に
よ
る
成
人
病
管
 

理
指
導
協
議
会
で
は
、
放
射
線
 

技
師
の
研
修
が
重
視
さ
れ
て
い
 

る
の
に
鑑
み
研
修
会
参
加
の
放
 

射
線
技
師
に
さ
ら
に
高
度
の
実
 

技
演
習
を
行
う
研
修
企
画
も
い
 

ま
練
ら
れ
て
い
る
。
 

高
速
フ
ィ
ル
ム
チ
ヤ
レ
ン
 

ジ
ャ
︱
0X01さ
 

2̂機
器
の
進
歩
は
マ
イ
コ
 

ン
の
導
入
に
よ
つ
て
め
ざ
ま
し
 

い
も
の
が
あ
る
。
 

集̂
団
検
診
に
於
い
て
消
化
 

器
撮
影
(
直
接
法
)
を
行
う
施
 

設
に
あ
っ
て
は
、
受
診
者
一
四
 

ま
で
を
一
と
し
、
そ
れ
以
上
一
 

一
一
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
 

に
一
を
加
え
た
数
。
 

5集
団
検
診
に
於
い
て
消
化
 

器
撮
影
(
間
接
法
)
を
行
う
施
 

設
に
あ
っ
て
は
、
受
診
者
数
二
 

八
ま
で
を
一
と
し
、
そ
れ
以
上
 

ニ
ニ
又
は
そ
の
端
数
を
增
す
ご
 

と
に
一
を
加
え
る
数
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
九
年
か
 

ら
同
会
に
作
業
量
、
定
員
制
問
 

題
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
成
 

案
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
 

キ
ャ
ノ
ン
は
こ
の
ほ
ど
最
高
 

毎
秒
六
枚
の
高
速
血
管
造
影
撮
 

影
フ
ィ
ル
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
 

0X01̂2

 

(写
真
)を
発
 

売
し
た
。
 

脳
血
管
、
心
臓
血
管
な
ど
の
 

各
種
循
環
器
造
影
撮
影
を
目
的
 

と
し
て
開
発
し
た
も
の
で
、
使
 

用
フ
ィ
ル
ム
は
大
角
版
、
専
用
 

フ
ィ
ル
ム
マ
ガ
ジ
ン
に
は
一
ー
〇
 

枚
ま
で
装
填
収
納
で
き
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
レ
ク
タ
ー
を
 

使
用
し
、
フ
ィ
ル
ム
給
送
か
ら
 

撮
影
、
収
納
、
停
止
ま
で
の
諸
 

操
作
を
自
動
的
に
行
う
こ
と
が
 

で
き
、
撮
影
能
率
向
上
と
省
力
 

化
が
図
れ
る
。
す
で
に
六
三
の
 

医
療
機
関
が
採
用
し
て
い
る
。
 

最
近
十
年
間
の
病
院
の
近
 

代
化
は
目
を
み
は
る
も
の
が
 

あ
り
、
病
院
産
業
革
命
と
 

つ
て
も
よ
い
。
2̂機
器
 

の
飛
躍
的
な
進
歩
、
重
装
備
 

化
が
す
す
め
ら
れ
た
。
 

組
織
も
古
向
度
化
し
た
。
 

医
療
の
源
流
は
医
 

師
一
人
が
出
発
点
で
 

あ
つ
た
が
、
家
族
、
 

看
護
婦
、
関
連
職
種
 

の
手
を
借
り
て
発
展
 

し
て
き
た
。
経
済
学
 

的
に
い
え
ば
自
給
自
 

足
体
制
か
ら
交
換
経
 

済
体
制
に
変
っ
て
社
会
が
発
 

展
し
て
き
た
よ
う
に
医
療
に
 

あ
っ
て
も
各
部
門
が
そ
れ
ぞ
 

れ
の
責
任
で
そ
の
部
門
を
高
 

め
る
、
医
師
は
そ
れ
を
利
用
 論

 
あ
 す

る
依
頼
関
係
が
生
じ
た
。
 

し
か
し
、
医
師
の
手
足
論
は
 

今
で
も
生
き
て
い
る
。
検
査
 

技
師
等
は
業
務
独
占
で
は
な
 

い
。
名
称
だ
け
や
っ
て
、
仕
 

事
は
誰
が
や
っ
て
も
 

よ
い
。
一
一
六
条
の
医
 

師
の
具
体
的
指
示
を
 

う
け
て
云
々
の
従
属
 

関
係
に
あ
る
。
医
師
 

の
ォ
︱
ダ
ー
で
そ
の
 

専
門
技
術
を
駆
使
し
 

て
い
る
人
達
を
総
括
 

し
た
が
る
医
師
が
い
 

る
。
医
師
の
判
断
に
 

よ
る
指
示
で
業
務
を
行
う
と
 

い
う
法
律
上
の
建
前
か
ら
は
、
 

専
門
職
と
し
て
確
立
さ
れ
て
 

い
る
と
は
い
え
な
い
。
問
題
は
 

建
前
と
実
態
の
合
致
に
あ
る
。
 

本
会
の
実
施
機
関
部
会
が
胃
 

集
検
関
連
機
材
メ
︱
力
︱
と
の
 

協
調
体
制
の
確
立
の
必
要
性
を
 

痛
感
し
て
、
，
，
胃
集
検
協
力
懇
話
 

会
。
設
置
を
決
定
し
、
放
射
線
 

装
置
、
内
視
鏡
、
フ
ィ
ル
ム
、
 

造
影
剤
並
び
に
薬
品
メ
︱
力
︱
 

に
対
し
参
加
を
呼
び
か
け
た
の
 

は
昭
和
五
十
六
年
六
月
。
放
射
 

線
装
置
等
実
態
調
査
に
と
も
な
 

う
関
係
メ
︱
力
Iと
の
意
見
交
 

換
会
開
催
に
 

漕
ぎ
つ
け
た
 

の
は
五
十
七
 

年
五
月
一
一
十
 

八
日
、
一
年
 

後
で
あ
つ
 

た
。
出
席
 

メ
︱
力
︱
は
 

原
由
 

「
胃
集
検
に
お
け
る
精
度
管
 

理
の
手
引
」
の
第
四
章
(
終
章
)
 

に
な
る
「
放
射
線
装
置
等
の
精
 

；
1管
理
基
準
」
は
、
四
月
二
十
 

日
に
開
催
さ
れ
た
精
度
管
理
 

研
究
班
会
議
で
最
終
検
討
を
 

終
っ
た
。
 

今
後
は
部
分
的
手
直
し
を
加
 

え
た
上
、
第
一
、
一
一
、
三
章
と
 

合
わ
せ
て
完
本
の
「
手
引
」
と
 

し
て
、
市
川
世
話
人
代
表
に
提
 

8̂
回
技
師
部
会
 

期
日
，
九
月
十
日
午
後
一
時
 

会
場
.富
士
フ
ィ
ル
ム
講
堂
 

会
長
，
大
槻
清
孝
 

@特
別
講
演
 

放
送
と
画
像
 

52：

 8

 X
技
術
本
部
 

「
技
師
部
会
報
告
〕
 

老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
て
 

胃
集
検
の
拡
充
の
気
運
が
高
ま
 

り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
放
射
線
 

技
師
の
比
重
が
増
し
て
き
た
。
 

部
会
活
動
も
こ
の
反
映
で
、
目
 

ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
の
展
開
を
 

み
せ
て
い
る
。
 

九
月
に
開
催
さ
れ
る
第
十
六
 

回
放
射
線
技
師
部
会
は
、
東
京
 

都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
の
大
槻
 

清
孝
技
師
が
中
心
に
準
備
を
す
 

す
め
、
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
 

会
も
地
方
会
レ
ベ
ル
か
ら
の
飛
 

躍
に
備
え
て
東
洋
公
衆
衛
生
学
 

院
の
木
村
行
俊
技
師
が
、
テ
キ
 

ス
ト
の
全
面
改
訂
と
合
せ
て
担
 

当
。
第
九
回
全
国
胃
集
検
合
同
 

研
究
会
は
国
鉄
中
央
保
健
管
一
 

所
藤
井
照
己
技
師
長
が
準
備
委
 

員
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
 

放
射
線
装
置
等
の
精
度
管
理
 

基
準
案
を
作
成
し
た
神
奈
川
県
 

立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
村
西
久
 

幸
技
師
は
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
 

斉
藤
裕
久
技
師
と
工
業
会
と
の
 

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
標
準
的
チ
ヤ
ー
 

ト
の
試
作
に
か
か
る
。
 

業
務
部
長
斉
藤
嘉
博
氏
 

！
0シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
 

胃
集
検
の
質
的
向
上
を
は
か
 

る
た
め
に
 

0公
開
討
論
 

老
人
保
健
法
施
行
と
そ
の
問
 

題
点
 

一
般
演
題
公
募
締
切
七
月
十
日
 



昭和 5 8年 5月 2 0日 胃 集 検 通 信 ほ ） 

保健婦のための一 

胃集団検診の手引 

苦闘 5年遂に完 

保 健 婦 の 手 で つ く ら れ た 始 め て の 胃 集 検 の 原 典 〃 

保 ^ 爹 の た め の 

胃集団換誇の手引 
監 修 国 立 が ん セ ン タ ー 病 院 長 市 川 平 三 郎 

編集3本消化器集3検診学会開東甲信越地方会保徤婷邾会 

本書では，胃癌の基礎知識から胃集検の歴史，保健婦が胃集検の場で 

何をなすべき力、，また，その理由，具体的にどうしたらよいのか，など 

に至るまで実に詳細に記述されている。しかし，何といつても，北海道， 

宮城，大阪，高知などで，胃集検の発展の歴史とともに歩んで来たべテ 

ラン保健婦が，自ら体験して来たこと，自らの努力で切り開いて来たと 

もいえる現場の胃集検の歴史を忠実に記録されたことは誠に意義深いば 

かりではなく，正に本害の中の圧巻といってよいであろう。、、序文より" 

8 5 判 2 0 8 頁 5 5 図 定 価 2 , 8 0 0 円 

よ ほ 』 ぽ ^ ^ よ ヰ ネ ± 電話（^ " "― 7〗 6 1振替東京 2—| 5 1 4 9 4 

レントゲン診断用造影剤 

消化管系造影剤 

バレックスモノレト5-100,5，コート5 

二重造影用発泡剤 

ガストラス卜丁，《 

胃 腸 内 ガ ス 除 去 剤 パ プ コ ン 

株 式 会 社 東 邦 化 学 研 究 所 

東京都墨田区立川3-11-11丁にしぼョめ0831 

胃 集 検 用 硫 酸 バ リ ゥ ム 

831~|10|9 7 5 ず ぼ 

9 0 9 0 7 ^ 

1 0 0 1 0 0 ^ 

8 3 1 9 1 1 5 ゾ ル 3 号 1 0 0 ^ ^ 

5 丫 8 9 7 ^ 

5 4 号 8 0 ～ ん ^ 

5 5 号 6 5 ～ ん ^ 

バルギン発泡顆粒2 8 *2.5 8 *3さ 

株 式 会 社 れ ィ ザ 二 

本社大阪市東区道修町3丁目9番地 

東京，名古屋，榷岡^仙台，礼棵，広島 

^ " 線 診 断 造 影 剤 

、、， 1 I V、き、流動性 1 0 0 ^ ^ / 9 6包装^ ( ^ ^ 
ノゝリトフンソルノ250111^300^，60011^ 5お）— 

り、,ね'、《、广流動性75～八先 
ハリ卜フンソルむ包装 ^ ( ^ ^ ，250ゴ^ 5《〉 

"、リ 1に'、ひぬ喊虹個人包装（各 4 0包入） 
ハリトケン発泡顆粒2.5^-3.5^4.58-5.0^ ̂  

… ， 、 6 0 0が 2 5包 

パリトゲンデラックス(粉末)1.5おリ0包 

伏見製薬株式会社東京営業所 

〒164東《都中野区弥生町2の41の6 0 ( 0 3 ) 3 8 3 ̶ 4 4 2 2 

〔健保適用〕 
慢 性 肝 疾 患 の 

肝 機 能 異 常 を 改 善 す る 

代 謝 障 害 改 善 剤 广、 

尸テラ^シ 9 号 
画 適 応 征 

肝 臓 機 能 障 害 ， ビ タ ミ ン 8 2 欠 乏 に よ る 疾 患 ， 

消 耗性疾患，薬物中毒，酒害，ニコチン中毒 

画用法，用量 

1 回 1 ～ 4 " / を 1 日 1 ～ 数 回 ， 皮 下 ， 筋 肉 内 

ま た は 静 脈 内 に 注 射 す る 。 

秦ィ吏用上の;主意は製品の^ィ寸文害をご参照ください。 

医薬品製造販売 

0 ^ 三 和 化 学 研 究 所 
本 社名古屋市東区東外堀町35 4 地 
東京！!?業66東京都新宿区歌緯伎町2 丁目3番21号 

(明:台通りビル）了&1̂ 03)232-0361〒160 

2、
北
海
道
に
お
け
る
胃
 

集
検
と
保
健
婦
の
役
割
 

3、
宮
城
県
対
が
ん
協
会
 

に
お
け
る
が
ん
活
動
の
 

変
遷
と
保
健
婦
の
役
割
 

4、
大
阪
府
立
成
人
病
セ
 

ン
タ
1-の
胃
集
検
に
お
 

け
る
保
健
婦
の
役
割
 

5、
高
知
県
の
駐
在
保
健
 

婦
業
務
の
あ
り
方
 

⑥
胃
集
検
の
今
後
と
展
望
 

圏
総
編
集
ス
タ
フ
 

監
修
.市
川
平
三
郎
.国
立
 

が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長
 

編
集
委
員
，
沖
寿
子
，
都
立
 

松
沢
看
護
専
門
学
校
、
吉
川
伸
 

子
，
関
東
信
用
組
会
連
合
健
保
 

組
合
、
横
山
ユ
リ
子
，
東
京
都
 

四
谷
保
健
所
、
堀
江
節
子
，
小
 

平
市
役
所
、
上
ノ
段
民
恵
，
川
 

崎
市
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
、
土
 

肥
公
子
，
国
鉄
中
央
保
健
管
理
 

所
，
須
藤
シ
ゲ
子
.
東
京
都
大
 

森
保
健
所
、
安
藤
澄
子
.
東
京
 

都
衛
生
局
公
衆
衛
生
部
 

編
集
協
力
，
笹
川
道
三
，
国
 

立
が
ん
セ
ン
タ
̶
、
野
本
一
夫
.
 

東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
 

都
下
保
健
婦
の
 

自
主
研
究
会
 

東
京
都
二
六
巿
七
町
八
村
の
 

保
健
婦
と
保
健
所
保
健
婦
の
第
 

^̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂ 

評
価
の
原
点
を
考
え
る
 

江
戸
時
代
1
一
百
八
十
年
間
を
 

通
し
て
、
日
本
の
人
口
は
全
く
 

増
加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
出
 

生
し
て
も
直
ち
に
間
引
か
れ
た
 

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
子
供
 

を
扶
養
す
る
生
活
の
余
裕
が
な
 

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
産
力
 

の
範
囲
内
の
人
口
に
止
ま
れ
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
つ
 

の
時
代
も
同
じ
で
あ
る
。
 

江
戸
時
代
の
「
間
引
き
」
に
、
 

現
代
か
ら
論
評
を
加
え
る
前
に
 

想
像
力
を
駆
使
し
て
、
当
時
の
 

「
水
子
供
養
」
や
「
石
地
蔵
」
 

に
思
い
を
致
す
こ
と
の
方
が
先
 

決
で
あ
ろ
う
。
江
戸
一
一
百
八
十
 

年
間
を
通
じ
、
本
来
増
加
し
て
 

し
か
る
べ
き
人
々
が
、
全
く
増
 

加
し
て
い
な
い
と
7̂
、̂
当
 

一
回
自
主
研
究
会
が
、
一
月
十
 

曰
、
東
京
自
治
会
館
で
開
催
さ
 

れ
た
。
参
加
者
は
六
六
名
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
、
市
 

町
村
保
健
婦
と
保
健
所
保
健
婦
 

の
業
務
提
携
の
問
題
点
が
討
議
 

さ
れ
た
が
、
焦
点
は
老
人
保
健
 

法
の
保
健
事
業
に
対
し
、
保
健
 

婦
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
絞
ら
 

れ
、
実
施
主
体
は
市
町
村
ま
か
 

せ
で
は
な
く
、
保
健
所
も
方
針
 

を
明
確
に
出
す
べ
き
だ
と
、
銳
 

い
指
摘
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
 

茨
城
県
保
健
婦
の
集
い
 

茨
城
総
合
健
診
協
会
主
催
 

で
、
「
保
健
婦
に
よ
る
胃
集
検
の
 

集
い
」
を
開
催
、
今
年
で
五
回
 

目
を
迎
え
る
。
保
健
所
，
市
町
 

村
，
事
業
所
な
ど
二
五
〇
名
の
 

保
健
婦
が
胃
集
検
と
の
か
か
わ
 

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
 

部
会
報
告
 

保
健
婦
部
会
の
世
話
人
会
は
ほ
 

ぼ
毎
月
一
回
の
割
で
、
昭
和
五
 

十
七
年
度
は
一
〇
回
開
催
。
 

協
議
の
中
心
は
五
十
八
年
度
 

の
保
健
婦
研
修
会
の
あ
り
方
。
 

本
会
の
保
健
婦
部
会
の
研
修
会
 

の
評
価
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
 

各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
 

う
に
な
つ
て
き
た
の
で
、
内
容
 

の
質
の
向
上
と
研
修
効
果
の
あ
 

げ
方
に
集
中
し
て
い
る
。
 

「
保
健
婦
の
た
め
の
胃
集
検
 

の
手
引
」
編
集
委
員
会
は
、
昨
 

年
度
は
一
五
回
開
き
、
別
項
の
 

よ
う
に
、
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
 

本
年
度
は
関
東
全
域
の
保
健
 

婦
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
眼
を
 

向
け
て
行
き
た
い
。
 

〔
主
張
，
提
言
，
体
験
な
ど
〕
一
一
一
〇
〇
字
ま
で
。
 

〔
試
論
&私
論
〕
六
〇
〇
字
ま
で
。
 

〔
胃
集
検
情
報
〕
学
会
，
研
修
会
の
開
催
な
ど
一
〇
 

〇
〇
字
ま
で
。
 

〔
図
書
室
〕
八
〇
〇
字
ま
で
。
 

圆

ー

圍

圍

匪
 

〔
消
息
，
雑
報
，
そ
の
他
〕
四
〇
〇
字
ま
で
。
 

締
切

当̂
分
の
間
、
一
一
、
五
、
八
、
十
一
月
末
日
 

謝
礼
，
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
 

送
り
先
，
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

時
の
厳
し
い
条
件
が
あ
つ
た
の
 

で
あ
る
 

明
治
に
入
り
、
紡
績
工
場
が
 

で
き
、
「
女
工
」
と
い
う
労
働
需
 

要
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
 

て
、
本
来
間
引
か
れ
る
べ
き
は
 

ず
で
あ
っ
た
も
の
が
、
間
引
か
 

れ
ず
に
済
む
時
代
が
到
来
し
た
 

の
で
あ
る
。
細
井
和
喜
蔵
が
岩
 

波
文
庫
の
『
女
工
哀
史
』
で
描
 

く
よ
う
に
、
女
工
た
ち
は
過
労
 

と
結
核
で
、
三
十
そ
こ
そ
こ
で
 

死
ん
で
い
つ
た
か
も
知
れ
な
い
 

が
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
気
の
毒
 

な
こ
と
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
 

し
か
し
、
過
労
と
短
命
な
が
ら
 

も
辛
う
じ
て
生
を
ー
享
け
る
こ
と
 

が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
上
 

で
の
生
き
る
辛
さ
も
ま
た
、
明
 

治
と
い
う
時
代
条
件
の
、
や
む
 

を
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
の
 

で
あ
る
。
 

当
時
の
わ
が
国
の
紡
績
業
は
 

外
国
か
ら
高
価
な
機
械
を
輸
入
 

し
た
以
上
、
一
一
十
四
時
間
フ
ル
 

操
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
経
済
 

効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
 

か
っ
た
。
従
っ
て
、
昼
夜
兼
行
 

の
三
交
替
、
四
交
替
も
や
む
を
 

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
細
井
 

和
喜
蔵
は
、
女
工
た
ち
は
、
「
籠
 

の
鳥
」
と
称
さ
れ
、
寄
宿
舎
に
 

閉
じ
込
め
ら
れ
、
過
重
労
働
を
 

強
い
ら
れ
た
と
い
う
が
、
寄
宿
，
 

口̂
を
建
て
、
そ
こ
に
住
ま
わ
せ
 

る
こ
と
が
で
き
、
間
引
か
れ
も
 

せ
ず
に
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
 

で
き
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
全
 

く
眼
を
つ
ぶ
つ
て
い
る
の
で
あ
 

る
。
そ
う
い
う
時
代
が
、
明
治
 

に
な
っ
て
初
め
て
到
来
し
た
と
 

い
う
こ
と
に
は
.ほ
ほ
か
ぶ
り
 

を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

現
在
の
感
覚
を
、
過
去
に
そ
 

の
ま
ま
当
て
は
め
、
評
価
を
下
 

す
史
家
は
、
常
に
歴
史
を
過
つ
。
 

(
谷
沢
永

 
一
^
「
正
義
の
味
方
 

の
嘘
八
百
」
，
講
談
社
刊
)
1
 

1
 

さ
画
ぶ
，
 

曙
だ
 

0
 1

 
，
ザ
」
 

土
肥
公
子
保
健
婦
(
国
鉄
中
央
保
健
管
理
所
)
 

が
、
笹
川
道
三
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
医
長
か
ら
、
 

イ
ン
キ
の
匂
い
が
ぶ
ん
ぷ
ん
す
る
出
来
た
て
の
「
保
 

健
婦
の
た
め
の
胃
集
団
検
診
の
手
引
」
を
手
渡
さ
 

れ
た
の
は
五
月
八
日
の
午
後
七
時
、
全
胃
合
研
の
 

会
場
に
な
る
日
経
ホ
︱
ル
で
あ
っ
た
。
 

「
出
来
た
の
、
」
そ
う
い
つ
て
土
肥
さ
ん
は
絶
句
 

し
た
。
そ
の
場
で
沖
さ
ん
に
電
話
し
た
。
表
紙
に
 

日
本
消
化
器
集
団
検
診
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
 

罾
保
健
婦
部
会
編
と
金
文
字
が
光
る
。
監
修
は
巿
川
 

平
三
郎
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長
、
出
版
は
由
 

緒
を
誇
る
金
原
出
版
、
こ
れ
以
上
の
お
膳
立
て
は
 

な
い
。
遂
に
出
来
た
の
だ
。
土
肥
さ
ん
の
眼
に
涙
一
 

保
健
婦
が
築
い
た
金
字
塔
 

保
健
婦
部
会
の
皆
さ
ん
に
、
 

「
お
め
で
と
う
」
と
祝
福
の
賛
 

辞
を
贈
ろ
う
。
保
健
婦
が
堂
々
 

と
自
分
の
手
で
築
い
た
金
字
塔
 

で
あ
る
。
小
豆
色
の
ソ
フ
ト
ス
 

キ
ン
風
の
手
触
り
が
心
地
よ
い
。
 

8
 
5
版
1
一
〇
八
頁
。
立
派
な
専
 

門
書
で
あ
る
。
 

市
川
院
長
は
自
ら
序
文
の
筆
 

を
と
つ
た
。
そ
の
中
で
「
全
国
 

で
胃
集
検
に
関
係
し
て
い
る
保
 

健
婦
に
と
つ
て
、
手
本
と
な
る
 

よ
う
な
手
引
書
を
作
る
べ
き
だ
 

と
い
う
声
が
あ
が
つ
て
い
た
。
 

し
か
し
、
胃
集
検
以
外
に
も
多
 

数
の
仕
事
を
か
か
え
て
い
る
多
 

忙
な
保
健
婦
に
と
っ
て
は
、
薄
 

く
て
も
一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

を
作
る
な
ど
と
い
う
仕
事
は
、
 

大
変
な
負
担
だ
つ
た
よ
う
で
あ
 

る
。
心
ば
か
り
が
先
立
っ
て
ぺ
 

ン
が
走
ら
な
い
う
ち
に
、
年
月
 

は
容
赦
な
く
過
ぎ
去
つ
て
行
つ
 

た
。
幹
部
達
が
集
っ
て
、
何
度
 

鳩
首
協
議
し
た
こ
と
か
。
で
も
 

や
つ
と
原
稿
が
ぼ
つ
ぼ
つ
と
積
 

み
上
げ
ら
れ
始
め
、
そ
の
熱
意
 

に
打
た
れ
て
応
援
原
稿
も
到
着
 

し
て
み
る
と
、
ペ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

ど
こ
ろ
か
，
そ
れ
，
 

婦
の
た
め
に
、
保
健
婦
が
作
つ
 

た
、
わ
が
国
、
い
や
世
界
で
も
 

初
め
て
の
集
団
検
診
に
関
す
る
 

素
晴
し
い
原
典
が
で
き
て
し
 

ま
っ
た
。
そ
れ
が
本
書
な
の
で
 

あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
 

全
国
、
一
万
八
千
の
保
健
婦
 

全
員
の
必
読
を
お
願
い
し
た
い
 

圖
主
な
る
目
次
 

3胃
集
検
の
歴
史
と
意
義
 

8胃
集
検
の
現
状
 

胃̂
集
検
の
実
際
 

1、
啓
蒙
活
動
 

2、
計
画
と
準
備
 

3、
胃
集
検
の
実
際
と
手
 

4、
保
健
指
導
 

わ
受
診
者
の
指
導
 

対̂
象
者
か
ら
除
き
た
 

い
者
の
指
導
 

未̂
受
診
者
へ
の
指
導
 

め
確
定
診
断
の
つ
い
て
 

い
る
者
の
指
導
 

。
事
例
紹
介
 

2胃
疾
患
と
基
礎
知
識
 

各̂
地
の
活
動
状
況
 

1、
癌
に
つ
い
て
の
思
い
 

出
 

前
号
の
後
記
で
発
 

行
の
遅
れ
に
つ
い
て
 

記
し
た
が
、
ま
た
ま
 

た
今
回
も
た
い
へ
ん
 

遅
れ
て
し
ま
い
、
何
 

と
も
早
、
弁
明
の
余
 

地
も
な
い
。
ひ
た
す
 

ら
お
詫
び
し
て
、
皆
 

さ
ま
の
ご
容
赦
を
乞
い
ま
す
。
 

に
老
人
保
健
法
の
施
行
に
と
も
 

な
い
、
組
織
づ
く
り
が
進
行
し
 

て
い
る
が
、
質
的
に
高
い
集
検
 

を
め
ざ
し
て
の
精
度
管
理
の
諸
 

問
題
に
つ
い
て
は
、
当
該
研
究
 

班
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
 

動
し
て
い
る
こ
と
は
紙
面
か
ら
 

も
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
と
田
心
う
。
 

胃
が
ん
死
亡
率
の
低
下
を
め
 

ざ
し
て
、
装
置
、
診
断
、
組
織
 

な
ど
の
精
度
向
上
は
各
部
門
の
 

切
磋
球
磨
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
 

成
り
立
つ
。
諸
兄
の
ご
意
見
な
 

ど
も
ど
し
ど
し
寄
せ
て
ほ
し
い
。
 

保
健
婦
部
会
の
宿
願
で
あ
つ
 

た
「
胃
集
検
の
手
引
」
が
完
成
 

し
た
、
お
め
で
と
う
。
長
い
間
 

ご
苦
《
力
さ
ま
で
し
た
。
こ
こ
で
 

願
わ
く
は
、
技
師
部
会
の
テ
キ
 

ス
ト
も
早
期
に
&兀
成
、
公
刊
し
 

て
ほ
し
い
も
の
だ
。
(
木
内
)
 


